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箴言を読む
箴言を読む
神戸松蔭女子学院大学 勝 村 弘也
第1回 講義 箴言序説
よく 「なぜ旧約の研究をやっているのですか」 という質問を受けます。
新約の福音書やパウロの手紙を研究している人が 「なぜそんなことをやっ
ているのですか」(笑)と聞かれることはあまりないで しょう。私の場合、
クリスチャンにもあまりなじみがない箴言を研究 してお りますので、こ
の 「なぜ」がついてまわります。私、大学は最初農学部に入学 しました。
それで農業の勉強をしていたのかと言いますと違いまして、ランニングを
やっていました。陸上競技部にお りまして、走っていました。その前の高
校時代はサッカーをやっていましたので、このバイブルハウスのお隣の磯
上のグランドでは何回か試合 をしました。 さらに1988年には神戸松蔭女
子学院大学のラクロス部(西 日本最古のラクロス部)を創設しました関係
で、夏休みなどに練習を見るために磯上によくやってきました。私は、だ
いたいお金を儲ける仕事以外はうまく行 くようで(笑)、このラクロス も
大成功で今では普通の学生スポーツの仲間入 りをいたしました。
こんなふうに私はスポーッ好きだったのですが、農学部を卒業 してか ら
文学部の3年生に編入学しました。私はどうも科学技術には向いていない
と感じまして文学部に編入 してや り直そうと思い両親に相談 しましたとこ
ろ許可を得ました。当時は色々な思想を研究 してみたいと思っていたので
すが、編入するためには所属を決めないといけない。それで結局、基督教
学を選びました。だから聖書の勉強をすると初めから決めていたわけでは
ないのです。文学部に移ったのは、1969年で したか らあの学園闘争の時
代です。この年は授業などまともにあ りませんで したか ら、下宿で思想 と
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名のつ くようなありとあらゆる本を読み漁 りました。あっと言 う間に4年
生になってしまい、卒業研究のテーマを決めなければならない。親に無理
を言って文学部 に編入 したこともあって、留年するわけには行 きません。
それでちょっと言うのが恥ずかしい気 もするのですが、卒業研究ではパゥ
ロの思想 を扱いました。その頃、農学部時代の友人が北海道で牧場を始め
ましたので夏に農作業を手伝いに行 きました。農作業 といっても牛が逃げ
ないために広大な原野に杭を打ち鉄条網を張る作業だったのですが。その
時リュックサックをかついで北海道を旅行 しました。当時、蟹族と言われ
ましたがあれです(横 幅の大 きなリュックを背負っているので横 を向かな
いと列車に乗れない)。その時にA・ シュヴァイツァーの 『使徒パウロの
神秘主義』 という本を持って行 きまして、列車に揺 られなが ら読みました。
まあそんなことで何 とか学部を卒業 し、大学院に進みました。
修士課程に進んだ頃ですが、日曜学校(教 会学校)で 子供たちに聖書の
話をしました。旧約からアブラハムとかエリヤの物語 とかを子供に語 り聞
かせたわけですが、その中でヨナの話をしたところ、なかなか評判が良かっ
た。思想的にもこれは面白いと考えた結果、修士論文のテーマを 「ヨナ書」
にしました。この書はかなり知恵と関係するのですが、この時は知恵文学
を研究 しようとは考えませんでした。この頃から旧約を面白いと感じは じ
め、先輩たちにも 「これからの時代は旧約をやるのがよい」と励 まされま
して、それで旧約の専門家になろうと決心 しました。
博士課程では旧約の歴史書なんかをやっていましたが、幸運にも教会関
係の奨学金をいただけることになりまして、 ドイツ(当 時は 「西 ドイツ」)
のハイデルベルクに留学することになりました。当時は若かったですから、
歴史書とともに預言者にも興味があ りました。まあ思想的な関心から旧約
をやる人は、 まず預言者を研究 します。1970年代からはナラトロジーと
も呼ばれました物語研究が世界的に流行 しまして、私も若い時は旧約の物
語に関連 してたくさん論文を書 きました。ところが、ちょうど留学する前
にゲルハル ト・フォン ・ラー トが書きました 『イスラエルの知恵』 という
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本の翻訳が私に回って来ました。木田献一先生の強いお勧めで、これを訳
したら大 きな業績になるとのことで した。ところがこれがとて も難 しかっ
たので、留学か ら帰ってきてからも大 きなお荷物になってしまいました。
「肉体 に刺 さったとげ」程ではあ りませんが 「目の上のたんこぶ」みたい
な感じで、物語を研究 していてもこれがどうしても引っかかる。後から分
かったことですが、何人かの人がこれの翻訳を断 り、最後に私の所 に回っ
てきたらしいのです。仕事を途中で投げ出すわけにもゆかず、ごっこっと
知恵文学の研究をしているうちに、その重要性に気づくようにな りました。
フォン ・ラー トの 『イスラエルの知恵』の中心には 「箴言」があ ります。
箴言は一見したところ道徳や処世訓が並んでいるみたいですか ら若者には
面白くない。預言者が革命的なのに比べたら保守的です。 しか し、この翻
訳を何 とか完成しようと格闘しているうちに、民俗学やエジプ ト学のよう
な周辺の学問にも関心を広げることになり、結局、箴言の専門家 というこ
とになってしまいました。ですから箴言の研究は、最初は自分から好んで
取 り組んだわけではな く、「やらされた」感 じです。で も学問の先輩の判
断は間違っていなかった。そのうちに知恵文学は世界的に見れば花形の研
究分野になったからです。
さて知恵文学と呼ばれている研究領域は、20世紀の後ろの3分 の1位 、
ち ょうどフォン ・ラー トの 『イスラエルの知恵』が ドイッで出版された
1970年頃か ら世界的に重要視されるようになりました。 ドイッ語圏だけ
ではなくて、英語圏でも日本にもおられたことのあるワイブレイ先生など
によって続々と研究が出されるようになったのです。なお、ワイブレイは
1994年にNewCen呵BibleCo…ta取のシリーズか らProverbsりまり
箴言の優れた注解書 を出版 しています。知恵文学 をめぐる学者たちの議論
の中で大きな問題になってきたことの一つは、イスラエルの周辺諸民族、
特にエジプトで盛んであった教訓文学と聖書の知恵文学との関係です。普
通 「ことわざ」と呼ばれているような知恵のことばは、ご存 じのように世
界中にあります。教訓文学は、中国にもイン ドにもギリシャにもあります
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から箴言のような書物を特にイスラエル的とする理由はないように思われ
ます。人が守るべき道徳的な教えのようなものは、どこの社会でも通用す
る部分が多 く、民族によってそんなに大 きく違 うはずもないので、そこに
一種の普遍性があるのは当然でしょう。教訓文学は、古代オリエントの様々
な地域にあったことが分かっているのですが、特にエジプ トは教訓文学の
宝庫と言ってもよいでしょう。そこでなぜエジプ トで多 く産出されたのか
が問題になります。
ファラオの君臨していた古代エジプ トは、普通、古王国時代、中王国時
代、新王国時代の3つ に大別されます。この間に中間期がありますので以
下のような年代区分が行われます。
古王国時代(前2600年頃～2130年頃):ピラミッド時代
第一中間期(前2130年頃～2040年):社会的に混乱 した時代
中王国時代(前2040年～1640年):官僚制度が発達
第二中間期(前1640年～1550年):いわゆるヒクソス時代
新王国時代(前1550年～1070年):第18王朝(1307年まで)とlg王
朝(ll96年まで)の 有名なファラオが活躍 した時代を含む
古王国時代はファラオの専制政治が行われていた時代 とされていま し
て、あまり文献資料が残っていません。今から約四千年前の中王国時代に
入 りますと官僚制度が発達するようにな りました。税を定め られた通 りに
徴収するとか、公正な裁判を行 うとかが、社会全体の課題になったのです。
このこととの関係でヒエログリフ(神聖文字)の 正書法 も中王国時代に確
立しました。例えば税の徴収ですが、これをちゃんとやろうと思えば、文
字で記録する技術が必要であるばか りか、正 しい計算も出来なければな り
ません。そのために官僚の教育が組織的に行われるようにな りました。そ
して官僚制度がまともに機能するためには、役人にモラルが要求されます。
役人が遅刻ばかりしていた り、賄賂をとった りしていたのでは官僚制度は
機能しません。それで官僚の教育がどうして も必要になり、そのための教
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科書として生み出されたのが教訓文学だというわけです。これらの教訓文
学では、王が王子に教えるとか、宰相が息子に教えるといったようなスタ
イルをとっています。それでこのような教訓の中で最 も重要とされた教え
は何だったと思いますかPそ れは「人の言うことをよく聞きなさい」(笑)
だったんですね。庶民の言うこと聞きなさいと。ヒエログリフでは「聞 く」
を表現する時には、動物の 「耳」を用いますので、耳の記号がよく出てき
ます。
このような古代エジプ トの教訓文学は、今から約80年位前か ら解読さ
れよく研究されるようになりました。そうすると聖書の箴言 とこのような
文学との並行関係が問題 になってきました。両者には非常によく似たこと
ばが見つかったか らです。一例 を挙げましょう。箴言23章4節以下 を見
ますと、お金に羽が生えて飛んでゆくなんて書いてあります。
4富 を得ようとあくせ くするな。
お前の分別によって、(そのようなことを)やめよ。
5お前の視線 をそれに投げかけると、もうそれはない。
それは必ずや翼 をつけて、鷲のように天に飛んで行 く。
エジプ トの 「アメンエムオペ トの教訓」を見 ますと 「(富が)ガ チ ョウ
のような翼をつけて天に飛んで行 く」 とあります。旧約の方はガチョウど
ころじゃないと考 えたんで しょうね(笑)、鷲になりました。この方が う
んとスピー ド感がありますから。
それでこんな風によく似たことばが見つかってきますと、旧約の世界 と
古代エジプ ト文明の関係が問題になります。古代オリエントの文学 と旧約
の関係についてですが、一般的に言います と 「ハムラビ法典」 とか 「ギル
ガメシュ叙事詩」 とか懊形文字で書かれたメソポタミアの文学 と旧約の関
係については、あまり問題なしに認められています。ところがエジプ ト文
学 との関係になると素直に認めたがらないのです。これは先ほど問題にし
た官僚制をどのように評価するのかという問題 とも微妙に関係 してきます
が、旧約は全体 として 「反エジプ ト的」だとも言 えます。出エジプ トの物
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%語ですが、これはエジプ ト的な社会から人々が脱出する話です。旧約の研
究者たちは預言者の思想を高 く評価 しますが、大 まかに言えば、これは国
家 とい うものを批判的に見て行 く立場です。預言では王 国の役人たちは
こっぴどくやっつけられていますね。ところがエジプ トの知恵文学は国家
を維持 して行 くために書かれたものです。旧約は官僚の支配するエジプ ト
的な社会のありかたを否定しているように見えます。このことと関連 して、
古代イスラエルの社会にエジプトをモデルにしたような官僚制度があった
のかどうかという議論があ ります。旧約には書記が出てきますから官僚が
いたことは確かですが、それがいつ頃から登場 してきたのか、よく分か り
ません。古代イスラエルにおける教育制度について もよく分かってお らず、
論争が続いています。旧約には学校 を意味することばがあ りません。
このような問題についてフォン ・ラー トがどう考えたかですが、イスラ
エルの王国時代の学校教育に用いられた教材が、「箴言」のなかに保存 さ
れているとしました。エジプ トの教訓文学 との関係については、影響関係
を否定はしませんが、エジプ トの教訓はイスラエル的なヤハウェ信仰の立
場から徹底的に批判され加工されたものであると考えました。このような
見解は、一応 もっともらしく見えますし、フォン ・ラー トが生きていた時
代においてはこのような主張には一定の意義があ りました。イスラエルの
周辺世界の文学と旧約との関連性があまり強調されると旧約自体の値打ち
が下がってしまうような気がします。それで旧約の独 自性を主張する神学
者がいてもおかしくはありません。しかし、このような見方が正 しいかど
うかは再検討 される必要があ ります。
旧約の世界 と古代エジプト文明とは異質なものだという議論の中でよく
出て くるのは、旧約は一神教的であるが、古代エジプ トは多神教であると
いう見方です。しかし、物事 を正確 に見て行けば、旧約に関してもエジプ
トに関してもこれは間違っています。まず古代 イスラエル社会ですが、ヤ
ハウェのみを信 じよと説いた預言者は、当時の社会では圧倒的な少数派で
した。ホセアにしてもエレミヤにしても人々が色々な神々の偶像を崇拝 し
箴言を読む
ていることを嘆いたのです し、またこのような間違った信仰のあ り方を攻
撃したから迫害 されたのです。我々はキリス ト教の立場、あるいはユダヤ
教の立場から聖書 を読みますか ら、そこに一神教があったと考 えがちです
が、社会の実態 としては逆で した。歴史的に見れば、一神教 と言えるのは、
捕囚後の時代にユ ダヤ教が成立 してか らです。時代を遡ればこの点はあや
しくなって くる。ソロモ ンの神殿ですが、実際には色々な神様がごちゃご
ちゃに祭ってあったのか も知れません。あの、ここにカ トリックの方がお
られたらちょっと話 しにくいのですが(笑)。イタリアを旅行 した時に街
の小さな礼拝堂に入 りました。 ところがありとあらゆる方向に派手な十字
架とか聖人とか何だか色々なものが祭ってありまして、私には何が何だか
分からない。ルッターやカルヴァンの言ったことが全部正 しいとは思いま
せんが、「こんなのバーと整理してみんな捨てちゃった方が良い」と考え
た人の気持ちがよく分か りました(笑)。あれ じゃどっちを向いて神様を
礼拝すればよいのか、気持ちが落ち着 きません。そこの神父 さまが どう考
えておられるかは、知 りませんが、民衆的な信仰の実態からすれば、あれ
は多神教であると言われても仕方がない。つまり私が言いたいのは、民衆
の宗教 と知識人の宗教は違 うということです。ソロモンの神殿ですが聖書
事典の挿絵なんか見ますと、一応すっきりした感 じがしますが、あんなの
嘘だと思います。実際はいろんな神 々の偶像がそこに置いてあったのでは
ないか。だからヨシア王の時代 に宗教改革があって全部捨てて しまったの
でしょう。
次にエジプトですが、エジプ トの神々図鑑などというものがあって、そ
れを見ると、実に様々な神様が描かれている。ラー、ホルス、オシリス、
イシス、 トト、アヌビス、ハピ、アメンといった具合で、まさに偶像の博
物館です。ところがヒエログリフには 「神」を意味するネチェルという語
がある。そしてこのネチェルは、知恵文学の中に出てくる時には、太陽神
ラーでも書記の神 トトでも冥界の王オシリスでもない、何の神様でもない
ただの 「神様」なのです。そ してこのネチェルは、私たちが神様 というと
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きの神様とそんなに違わないような感 じがする。 ドイツにヤン ・アスマン
という有名なエジプト学者がいます。彼によります と古代エジプ トには古
くから一神教があったのです。 もっともこれは知識人の思想です。民衆は
そんなことは考えません。 もしも一人の神がいないとすると高度なモラル
を要求するような文学は成立 しないとアスマンは考 えました。この神様
は、人があれこれの目的で頼みごとをするような神ではない。そう考えま
すと古代エジプ トの知識人は一人の神というものを念頭においていたのか
も知れない。一神教を導入 したとされる有名なイクエンアテン(前14世紀)
の宗教改革は、歴史に突然登場 したのではな くて、このような知識人の考
える神の思想を基礎にしていたのではないか。そんな風にも考えられます。
それから箴言の中には、女神的な存在が出てきます。この女神的なイメー
ジはエジプ ト起源 らしい。エジプトにはマア トという女神がいました。真
理 ・正義・公正 ・秩序などをシンボライズ した女神で、図像では頭の上に羽、
フェザーを載せています。聖書には、例えば詩篇の中にヘブライ語でエメ
ト(真理、真実)と ツェダカー(義 、正義)が 並行 して出て くる個所が多
くあります。同じような表現は預言書にも出て きます。この場合のエメ ト
とッェダカーは2つの別の事柄ではなくて、一つの観念を表現 していると
考えられる。ちょうどエジプ トにはこれに当たる女神マア トがいました。
このことをもってエジプ トの女神マアトがイスラエルに輸入されたと単純
に考えることは出来ません。ひとまずは、エジプ ト文学にもイスラエル文
学にも共通の ものの考え方やイメージがあると言えるだけで しょう。しか
し、箴言には知恵と女神マアトのイメージが重なる個所があ ります。3章
13節以下の 「知恵の賛歌」では、女性 として擬人化 された知恵が右手 に
長寿、左手に富 と栄誉を持っていると表現されていますが、ここにはマァ
トのイメージが反映 されているようです。このような問題は、5回目の講
義で扱います。ここで問題になるのは、真理、正義、秩序などが、社会的
にどのような立場にある側の人間から主張されているのかです。つまりき
わめてラフな言い方をしますと、社会秩序を維持 しようとする国家の側か
箴言を読む
らか、それとも民衆の側か らかという問題です。預言書の場合です と、社
会正義の主張は基本的には民衆の側からなされたのだ、と言えるでしょう
が、箴言の場合は単純には答えられません。そこには一つ一つの知恵の詞
の伝承とそれらの詞の編集の問題が絡んできます。
ここで箴言全体の構成について見ておきましょう(『旧約聖書XIIヨ
ブ記 箴言』岩波書店、2004年、370頁以下を参照)。大 きく分けると5
つの部分から構成 されています。
第一部(1:1～9:18)の冒頭1章1節 には、この文書全体の表題が掲げ
られ、つづいて1章2節 から7節 までが序文になっています。なお、7節
には有名な 「ヤハウェへの畏れは、知識のはじまり」という詞があ ります。
その後、1章8節 から9章18節までは、勧告文や教訓詩あるいは知恵の
賛歌が並んでいます。ここには8章のように、ヨハネ福音書のロゴス ・キ
リス ト論に通 じるような神学的に深い内容をもった難解なテクス トも含ま
れています。これらは、成立年代から見ますと比較的後の時代、つまり捕
囚後の時代のものとされます。また、この第一部の区分の仕方ですが、だ
いたい新共同訳の区分と私の区分は一致 しています。小見出しに関しては、
新共同訳には多少問題があると考えて、私訳では工夫をしました。1章20
節以下には 「未熟な者たちに呼び掛ける知恵」という小見出しを付けまし
たが、このような個所では女性 として擬人化された知恵が人々に語 りかけ
るという文学的なスタイルをとっています。第二部(10・1～22・16)は「ソ
ロモンの第一詞集」でここには合計375の格言が収集されてい ます。第
三部(22:17～24:34)には先ほど述べ ましたように、エジプ トの宮廷で
伝承された知恵の詞との並行関係が認め られる部分が含まれます。第四部
(25:1～29:27)は私が「ソロモンの第二詞集」と呼んでいるまとまりです。
なお新共同訳では10章1節では 「格言」、25章1節では 「箴言」 と訳さ
れ.ている語ですが、原語ではまった く同じです。第五部(30:1～31:31)
には付録のような形で四つの小さな作品(教訓詩)が まとめてあります。
以上のように全体の構成を見ますと、第二部と第四部はよく似た格言集
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になっています。「格言」については後で説明 しますが、箴言の ものは2
行で一つの単位になっています。第一部と第五部の教訓詩集は、この2つ
の格言集を囲い込むようになっています。第五部の後半を見ます と 「レム
エル王の母の教え」(31:1以下)と 「有能な妻」に関するアルファベッ ト
歌(31二10以下)に なっています。つまりここには女性が登場します。第
一部で も女性 として擬人化 された知恵が大 きな役割 を演 じていましたか
ら、全体として女性的な知恵のイメージが、男性的な知恵のイメージを囲
い込むような構成になっているのです。比較的古い時代の知恵を比較的新
しい時代の知恵が囲い込んでいるとも言えるでしょう。箴言の書がこのよ
うな形 になるように全体 を編集した編集者がテクス トの背後 にいるので
す。
つぎに箴言に収集されている知恵のことばが どの ような文学的形態 を
とっているかについて説明することにしますが、その前に 「箴言」の書名
について述べます。ヘブライ語の書名は、ミシュレーです。これは書の冒
頭の表現ミシュレー ・シュロモーの一部にな ります。シェロモーは人名の
「ソロモン」です。 ミシュレーですが、文法上は名詞マーシャール(単 数
形)の複数形メシャーリームの連語形ということになります。メシャーリー
ムの後ろに 「ソロモンの」が付 くとミシュレ・一に変化するのです。そこで
名詞マーシャールの意味が問題になります。この名詞は、「支配する」「統
治する」を意味する動詞のマーシャルから派生 した語であるとも説明され
ますが、重要なのは聖書でこの語が実際にどのような意味で用いられてい
るかです。 ところがこれを調べて行 きます とまことに厄介なことに、マー
シャールにぴったりと対応する訳語 というものがないことに気づかざるを
えません。この語が 日本語でどのように訳 されているかを見ますと 「こと
わざ」「格言」「比喩」「た とえ話」「教訓詩」「嘲 りの歌」などとなってい
るのです。この語の意味の範囲はきわめて大きく、短い格言のようなもの
からイエスが語ったようなたとえ話 までもが、みなマーシャールなのです。
私たちが今読 もうとしている文書には、多様な文学的表現がみられるので
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すが、これ らはみなマーシャールということになります。 日本語の書名「箴
言」は、漢訳聖書から来たもので、この書の内容 を的確 に表 しているとは
言えませんが、他の訳語を付けたとしても(たとえば「格言の書」など)マー
シャールとは意味がずれますから、仕方なしに伝統的な訳語 「箴言」を使っ
ているのです。
「ことわざ」 という語についても一言述べておきます。この語は人々が
慣用的に使っている短いことばを指すのに日常語 としてよく用いるのです
が、どのような種類の表現を指すのか となると、かなり曖昧であるために
学術用語 としては不適切です。そこで私は以下のような分類を試みていま
す。
僅諺 「民衆が生活の中で言い伝えてきた簡潔な詞であって、容易に記
憶できるような長さをもつ」と定義 しました。「腐っても鯛」 とか 「捕 ら
ぬ狸の皮算用」のような表現を考えればよいで しょう。 しか し 「言い伝え
てきた」とは何を意味するのか、ここには実に厄介な問題があります。こ
れを純粋に 「昔から人々が口頭で伝承 してきたもの」であると考えて、「本
に書いてある表現」と区別 しようとしてもうまく行かない可能性がありま
す。たとえば 「豚に真珠」や 「目からうろこ」は、聖書起源ですが、人々
がそのようなことを意識 して使っているかは疑問です。ということで、箴
言の中に浬諺が どの程度含まれているのかを判定することはきわめて困難
ですが、いかにもそれらしい民衆的な表現をそこかしこに見つけることは
出来ます。若干の例をあげます。「高慢が来れば、恥 も来る」(11:2前半)。
これはヘブライ語では韻を踏んでいます。「よい知 らせは、骨を太 らせる」
(15:30後半)。「働 く者の渇望が、自分のために働かせる」(16:26前半)。
食うために働 くという意味で しょう。「借 りる者は、貸す者の奴隷 となる」
(22:7後半)。こんなのが偲諺ということになります。
格言 名詞の 「格」には定め、法則、規範の意味があ り、動詞の 「格」
には 「いたる」「いたす」 という読み方があって、「ものごとの核心にいた
るまで真理を究める」のような意味があります。つまり格言には教訓を含
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むことばの意味が含まれています。箴言の中心部分(10章以下)を 読み
ますと、日本語で2行 にな り、1行目と2行 目が意味的に対応関係を示 し
ているようなことばが並んでいます。このような並行法をラテン語でパ ラ
レリスムス ・メンブロールムといいますが、このような構成 をしている短
いことばを格言と読んでもよいでしょう。これらの格言は文学的にも洗練
されているものが多いのが特徴です。おそらくソロモンの第一詞集などの
格言集を編集した人が、民衆的なことばを文学的に整えあげたのではない
かと推定されます。
箴言 箴の字は鍼と同じく 「はり」の意味です。チクリと刺す気のきい
たことばの意味ですが、これは格言の一種です。いかにも箴言 と名付けて
よい辛辣なことばがあ りますので紹介 します。「貧乏人は嘆願 を語 る。だ
が富んでいる者は荒々しく答える」(18:23)。「だまし取ったパ ンはうまい
が、後でその口は砂利で満たされる」(20:17)。「争い好 きの妻 と一緒の家
にいるよりも、平屋根の片隅に住む方がよい」(21:9)(笑)。雨の少ない
パ レスチナの家の屋根は傾斜 していません。平屋根 というのは屋上のこと
です。
比較の詞 「・一 よりも、… がよい」 という形式の格言で、 これは
た くさんあ ります。今挙げた21:9も比較の詞です。このような形式をも
つ詞はエジプトの教訓文学にも多 くあることが研究者によって指摘 されて
います。「野菜一品で、そこに愛がある方が、肥 えた牛の料理 と、そこに
憎 しみがあるよりもよい」(15:17)。これはヘブライ語で私の家の台所の
壁に書いてあ ります。大 きなサツマイモの絵をクレヨンやクレパスで描い
て、その中にこの詞を書 きこみ、周囲にニンジン、タマネギ、カボチャな
どを描 きました。その写真 を私が書いた 『旧約聖書に学ぶ』(日本基督教
団出版局)に入れておいたのですが、これを見た学生が 「これはどこの遺
跡の写真ですか」(笑)と聞 きます。このような比較の詞ですが、単にあ
れとこれを比べているのではな くて、価値 を相対化 しているのです。「野
菜料理」 と 「肉料理」のどっちが良いかと聞かれたら、普通は肉を選びま
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すね。昔の庶民はめったに肉など食べ られませんでしたか ら、肉に決 まっ
ていたはずです。ところがこの肉料理には憎 しみがこもっているというの
です。怖い顔をした人が後ろに立っていたりするのです。こんな風に普通
は良いと考えられる方の価値が下げられてしまいます。富のもつ価値を相
対化することばは、他に箴言16:19などにもありますが、古代エジプ トの
「アメンエムオペ トの教訓」にもあ ります。「神の手のうちにある貧乏の方
が、倉庫の中にある富よりもよい。心の楽しい時のパ ンの方が、悲 しみの
ともなう富 よりもよい」。この場合の 「神」がどんな神であるかを考えて
みますと、万物の造 り主で、世界の統治者であるような神様が、はっきり
とはしませんが、思い浮かべ られるのではないで しょうか。
数え詞(数 の格言)30章15節以下を見ますと 「3つ4つ」のような表
現をもつ少 し長い詞が連続して出てきます。同 じような表現は箴言の他の
個所にもあ りますが、アモス書1章3節 以下にもずらっと出てきます。こ
のようなXIX+1パターンをもつ表現は、ウガリットの遺跡から出て きた
文書にもよく見られることが知られています。欧米の学者は、このような
表現を非常に特殊な文学的表現と考えるのですが、我々日本人はよくこの
ようなものの言い方をしますね。「そこのミカン、3つ4つ取って」とか「紙
を7、8枚ください」 とか言いますね。英語や ドイツ語ではこんな言い方
は しません。おそ らく西アジアには日常的に 「3つ4つ」のような ものの
言い方があって、このような数え方を下地にして、類似した現象を数え上
げるような格言が生 まれたのでしょう。
時間の関係から、「謎」「隠喩とアレゴリー」の説明は省略します。教訓
詩には、訳文で数行の ような短いもの もありますが、1つ章に集め られて
いるものは、かなり長い弁論へと発展 しています。
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第2回 講 義 箴 言 に お け る賢 者 と愚 者 、 勤 勉 と怠 慢
「賢い」 とか 「賢者」については、概説書や聖書事典などで もよく説明
されているのですが、「愚か者」の方は、ほとん ど説明されていません。
事典類では、簡単に説明しているだけか、項目その ものが見当たりません。
肯定的な概念についてはよく説明されますが、否定的な概念や用語につい
てはあまり研究がないのです。ところが箴言には、集中して実に様々なタ
イプの愚者が出てきて、それが箴言の描 き出す人間模様を豊かなものにし
ています。翻訳 をする立場からしますと、これはなかなか厄介です。どの
タイプについてもみな 「愚者」と訳す と面白くないので、これは 「馬鹿」、
あれは 「あほ」などと訳 し分けたいのですが、出版社の方から修正 して く
ださいとクレームがつ くに決 まっています。それでこの愚者はヘブライ語
ではどうなっていて、こんな意味になるというような注 を付けざるを得 ま
せん。しかしまあ、ヘブライ語の一つ一つの単語の意味について、詳 しく
知ることよりも、箴言では賢者や愚者 というものがどのように捉えられて
いるのかを理解することの方が重要でしょう。
箴言の冒頭部分をまず読みます。1章1節 は 「イスラエルの王、ダビデ
の息子、ソロモンの詞」 となっています。この 「詞」 と訳 したマーシャー
ルについては、前回説明しました。ここは箴言の書全体の表題になってい
ますが、この知恵のことば集が 「王」 と結び付けられていることには注意
しておきましょう。1章2節 から7節 までは、表題につづ く序詩になって
います。ここを読みますと類似 した語が次々に出て くることに気付 きます。
ここに並んでいる訳語を原典のヘブライ語 と比較 して一つ一つの単語の意
味を厳密に理解 しようとしても大 きな成果は得 られないでしょう。それぞ
れの聖書の訳語が少 し違っていることもあまり気にする必要はあ りませ
ん。古代イスラエル人たちは、現代の哲学者や科学者のように使用するこ
とばの意味を厳密に規定 して、それを学術用語 として使 う、というような
ことはしませんで した。我々が厳密にものを考えようとする場合には、そ
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のようなことばの使い方をするのですが、聖書の思考法はそれとはかなり
違っています。似たような語や表現を積み重ねて、一つのことを言おうと
するのです。従ってこれらの語の一つ一つの意味を厳密に理解することは
あまり重要ではなく、全体 として何 を言おうとしているのかを理解するこ
との方が重要です。そのことを最初に断っておいて話を進めることに しま
す。
1章2節以下には、知恵に関する肯定的な用語が並んで出てきます。ま
ず 「知識」 と訳される語ダアトがあ ります。これは 「知る」を意味する動
詞ヤーダーの不定詞で 「知ること」の意味ですが、これが名詞 としては 「知
識」と訳されます(4節)。「知恵」の方は、「賢い」を意味する形容詞のハー
カームという語と関係があ り、ヘブライ語ではホクマーです。ホクマーは、
よく出てきますので、覚えておいて ください。実際のテクス トでは、ダア
トとホクマーは、ほとんど区別されないで出て くることがあ ります。1章
7節は口語訳では 「主を恐れることは知識のはじめである、愚かな者は知
恵と教訓を軽んじる」 となっていますが、新共同訳では 「主を畏れること
は知恵の初め。無知な者は知恵をも諭 しをも侮る」となっています。私の
訳文ではダア トは 「知識」ホクマーは 「知恵」と訳し分けていますが、口
語訳や新共同訳が間違っているなどと言 うつもりはありません。ここでは
知恵と知識が区別されないで用いられているのです。
このような知恵に関連する肯定的なことばが、ずらっと並んでいるので
すが、1章3節には 「義と正法と正直」、新共同訳では 「正義と裁きと公平」
という表現が出てきます。私は 「裁 き」「公正」 とも訳すことが出来るミ
シュパー トを、箴言ではかなり概念化 して用いられていると考えて 「正法」
と訳 しましたが、ここでは社会における正義の遂行や公正な裁判について
語っていると考えてもよいでしょう。マーシャールについて説明 した時に、
この語が 「支配する」「統治する」を意味する動詞 と関係があると申 しま
した。旧約の知恵というものを論じる場合に、忘れてはならないのは、政
治が重要な位置を占めていることです。我々は箴言には個人の生き方、あ
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るいは処世訓が書いてあると考えがちですが、そうとは限らない。そのよ
うな捉え方がまったく間違っているとは言えませんが、箴言が しば しば政
治の在 り方や社会倫理について論 じている文書であることにも注意 しなけ
ればな りません。このことは、この書の表題が、王と関連づけられている
点にも表れています。前回、エジプ ト文学との関係で官僚のモラルについ
て触れました。旧約の箴言が全体として、官僚の養成のために用いられた
文書であるのかどうかについては、大いに疑問がありますが、官僚の守る
べき規範について語っている部分があることは確かです。全体 として見れ
ばもう少 し広い意味での教養教育のために用い られた文書であると見るこ
とが出来ます。
25章1節、つ まり 「ソロモンの第二詞集」の冒頭の部分には 「ユダの
王ヒゼキヤの臣下たちが伝承 したもの」 とあって、2節以下には王に関連
する格言が並べ られています。ヒゼキヤの即位年については、色々と異なっ
た説が出されていますが、紀元前722年に北王国イスラエルがアッシリア
によって滅ぼされた頃にユダの王で した(お そらく前715年に即位)。北
王国の滅亡によって多 くの難民が、南王国にやってきたと想像 されますが、
その中にいた知識人たちがここに集められている格言の伝承者であったと
も考えられます。25章以下の格言集は、用語法からみても内容的にみて
も箴言の他の部分 とかなり違っているのですが、このような事情が関係 し
ているので しょう。「ソロモ ンの第二詞集」はユダ王国の宮廷で編集 され
たのですが、ここを読んで行 きますと、明らかに民衆的なことわざ、つま
り僅諺が下地になっているような格言が多 く出てきます。民衆の生活に根
差 した知恵の詞がここに集められていると言えるでしょう。
さて1章4節には私が「未熟な者」と訳 したペティという語が出てきます。
箴言では 「若さ」がほとんど 「愚かさ」と同義的に使われています。現代
社会では 「若さ」が肯定的な意味で使われることが多いですが、このよう
な価値観はいつ頃から出てきたのでしょうか。「いや一、まだお若いですね」
と言われて腹を立てる人はあまりいないと思います。相手を 「年寄 り」と
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言った りすると失礼だと考えられます。 しか し、政治家が 「あんた、若い
ね」と言われたらマイナスに評価されているので しょう。このように現代
では 「若さ」は様々に捉えられるのですが、箴言の世界では、若いという
ことは 「未熟である」と、どこまでも否定的に評価されていました。まだ
十分に教育を受けていない状態を、将来への可能性に富んだ 「白紙」の状
態などとする考え方はなく、家畜 と同様、訓練を必要とする 「愚か者」と
されていたのです。教育を受けていない者は、牛や馬 と同じように鞭で もっ
て訓練される必要があると考えられていました。このように現代とは異な
る人間観や教育観があったことを知っていないと、箴言を読みそこなう可
能性があります。
ここで 「賢い」や 「賢者」を意味するハーカームや、「知恵」ホクマー
の意味について説明しましょう。これらの語が旧約の中でどのように用い
られているかを調べて行 きますと、出エジプ ト記28章3節 に見 られるよ
うに何かの専門的な技術ないし技能を身に付けた人が、「賢者」「知恵のあ
る人」と呼ばれている例に出会います。つまり玄人が 「賢い」のです。こ
こでは祭司の着る服、祭服を巧みに織 りあげ刺繍をしたりする専門的な技
能を身に付けた人が賢いとされています。このように知恵は、人が社会の
中で巧みに生 きてゆくために必要な実践的な知識を意味したのです。この
ような実践的知恵ということになります と、昔 も今 も重要なのは職業上の
技能です。 したがってこのこととの関連で勤勉であることも賢いことにな
り、怠け者は愚か者 ということになります。本当は賢いのだけれども怠慢
なのが問題だというような理屈は成り立ちません。
現代では仕事をするために職場に出かけて行 くことが多いのですが、農
民や町工場の経営者はたいてい「家」がそのまま職場です。古代の社会では、
ほとんどの人にとって家が職業労働の場でした。従って親から子への技術
の伝達も家で行われることになりました。「有能な妻」に関するアルファ
ベ ット歌(詩)が31章10節 以下にありますが、妻である女性の労働の意
味は現代とは違っていました。ここでは大 きな農家の主婦が登場 してきま
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す。彼女の労働はいわゆる家事労働だけではなく、あらゆる領域に及んで
います。15節では朝早 くから起 き出して大家族の食事 を用意するために
懸命に働 くのですが、14節では彼女は 「商人の船」に喩えられています。
この比喩の背後 には明らかに商品を生産 して売 っている社会があ ります。
自給自足経済ではないのです。彼女は13節で 「羊毛 と亜麻」のような原
料を買い求めて、布に加工 し、それを商品にして市場に出して利益を得て
います。だから 「商人の船のよう」なのです。16節では彼女はブ ドウ栽
培に適 した土地を購入 して、ブ ドウを植え付けています。古代の地中海世
界ではもっとも大きな利潤 を獲得する可能性のある経営と言えばワインの
製造販売で した。ブ ドウはオリーブと並ぶ典型的な換金作物であったので
す。しか し、ブ ドウ栽培には適している土地とそうではない土地があ りま
すので、土地を購入する際にはよく調査 して慎重に検討する必要があ りま
す。これに関連して少 し苦い思い出があります。
私が最初に留学 した ドイツのハイデルベルクは、夏場かなり暑 くな りワ
インの産地でした。おいしい地酒が飲めたのですが、当時は貧乏学生で し
たからあまり飲みませんでした。2回目の留学は、大学からの在外研究と
いうことでしたので、今度はおいしいワインをたっぷ り飲んでやろうと楽
しみにしていました。その時に選んだのは、マールブルクという小 さな大
学町でした。そこに着いてお世話になったイェレミアス教授に 「ここのワ
インはどうですか」 と聞いてみましたら、「ここではワインは出来ません」
(笑)とおっ しゃる。地図を見て、緯度から考えますとこのあたりでブ ド
ウが栽培 されていてもおかしくないのですが、土地がだめなのです。それ
で地酒がなかったんです。だいたい一番おい しいワインは土地の人が飲ん
でしまい、次のランクのものを高い値段 をつけてよそに売るものです。有
名な旧約学者のカイザー先生に良いワインの置いてある店を教えてもらい
まして、店の地下にある蔵に入ったらなるほど高級ワインがズラーと並ん
でいる。 しかし、高い。それで結局は安いイタリアワインを買って飲んで
いました。マールブルクはこの点では大失敗。だから土地はよく選ばない
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とだめなのです。
それで箴言の有能な妻ですが、ワインで儲けるために土地 を選 んで投資
をしました。このパワフルな女性は 「力 をもって腰に帯 し、その両腕を強
くする」(17節)とあります。ですからこれは我々が考える良妻賢母なん
かじゃない。現代風に言えば、キャリア ・ウーマン、ちょっとした会社の
経営者です。 ところで彼女の夫が何をしているかですが、23節には 「彼
女の夫は、町の門でよく知られている、彼が土地の長老たちと共に座すと
きに」とあ ります。地域の政治活動をしているのですね。この 「町の門」
ですが、ルツ記4章 に町の長老たちが行 う裁判の様子が出てきます。この
ような裁判をしたり、商取引をしたりする場所が町の門でした。私は一度
イェルサ レムに行 きましたが、城門の前には露店が並んでいます。門の下
の暗が りなんかでは、怪 しげな男が立っていて両替をやっています。イス
ラエルのお金の単位はシケルですが、「ワンダラー ・ツーシケル。コンニ
チワ」なんて叫んでいます。28節を見 ます と、この有能な女性には複数
の息子がいまして、彼女 を幸せだと言い、29節ではどんな有能な女性 よ
りもすぐれていると称賛 します。ユダヤ教ではこの詩を安息日明けに家庭
で朗読することになっています。安息 日には家内労働も一切禁止 されてい
ました。主婦 も丸一 日お休みだったのです。そこで有能なお母 さん、今か
ら始まる週 もしっか り働いてください、というわけなので しょう。
このように 「賢い」の意味は、仕事がきっちり出来るような実生活のな
かでの有能さと関係 していました。政治的な能力がある場合 も賢いとされ
ます。ですから知能指数で測れるような賢さとは、かなり違っていたので
す。人が社会の中で 「成功する」 ということと、その人が 「賢い」という
こととは分離できない一つの観念を形成 していました。ヘブライ語の動詞
にはサーカルという語があり、その基本的な意味は 「成功する」です。こ
の動詞か ら名詞のマスキールが派生するのですが、その意味は技能の達人
や賢者です。このような例にも示されているように、成功 した人は賢いと
考えられていたのです。そのような意味で、典型的な賢者だったのがソロ
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モン王です。ソロモ ンの栄華ということばがあ りますが、実はこのことと
彼が賢者であったとされていることとは関係があるのです。ソロモン王は
イェルサ レムに神殿を建てました。この建築のためにはまず資金が必要で
した。彼は小アジァから輸入 した馬(つ ま り武器1)を エジプ トに売るな
どの仲介貿易をして金を儲けました。イスラエルには神殿建設に必要な技
術者がいませんで したから、隣国フェニキア特にテユロス(ツ ロ)か ら連
れて きました。また建築資材であるレバノン杉 もフェニキアか ら買いまし
た・そのためにテユロスと友好通商条約を結んでいます。テユロスは海洋
都市国家で したから、農産物はイスラエルから買いました。このような巧
みな国家経営の能力のゆえにソロモンは賢者 とされたのです。 しかし、成
功した人が賢いという論理には明らかに落とし穴があ ります。私はこのよ
うな論理を 「勝者の論理」と読んでいますが、要するにこれはいわゆる 「勝
ち組」が 「負け組」に対 して、自分たちは賢いのだと自慢 していることに
なります。聖書はもちろんこのような思想に対 して、批判的であることも
忘れてはいません。
古代社会は現代のように次々と技術革新が起 こる社会だったのではあり
ません。生 きるために必要な生活の知恵のような経験的知識は、親から子
へ と伝えられました。伝統的な社会におけるこのような知恵は一人の努力
で獲得されるものではなくて、世代から世代へ と伝承されて行 くものです。
「ソロモ ンの第一詞集」や 「ソロモンの第二詞集」に収集 されているよう
な詞には、このような経験の蓄積が反映されています。箴言1-9章の教訓
詩が 「父が息子に教える」 という文学的スタイルをとっているのもこのこ
とと関係があります。 ところが、ペルシャ時代になると新 しい事態が発生
しました。箴言1章8節 以下には 「私の息子よ、おまえの父の教訓に聴き
従え。おまえの母の諭 しを軽んじるな」で始まる教訓詩がありますが、そ
こで描かれている悪者は強盗です。若者を誘惑 して仲間に入れと語ってい
る「罪人たち」とはギャングの仲間なのです。彼 らはこんな風 に言います。
「一緒に行 こう。おれたちは流血のために待ち伏せ して、罪のない者 を無
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差別にだまし打ちするのだ。冥府のように、彼 らを生 きたまま、墓穴に下
る者のように、彼らを丸ごと呑み込んでやろう。あらゆる財宝を、おれた
ちは見出すだろう。おれたちの家は、分捕 り品であふれるだろう。…
おれたちみんなの金袋をひとつにしよう」(箴言1二11-14)。
これは街道で金貨銀貨を強奪する盗賊のことばです。このように語る「な
らず者」がずっと昔か らいたのかというと、そうではあ りません。彼 らが
歴史的にどのように登場 してきたのかは説明する必要があ ります。鋳造貨
幣が発明され、これが流通 しはじめたのは、前7世 紀の小 アジアであった
とされています。当時この地にあったリュディア王国は、ギリシア、イオ
ニァとメソポタミアを結ぶ交易の中心地として栄えていました。 しかしこ
の地は、やがてペルシャ帝国によって滅ぼされてしまいます。ペルシャは、
東はインド、アフガニスタンから西はエジプトにまで及ぶ大帝国を築 き上
げ、各地を結ぶ道路を建設 して、交易 を盛んにしました。こうしてこれま
での銀に代わって、お金、つまり鋳造貨幣が広大な地域で流通するように
なったのです。大規模な商業は、一気 に大金持ちになる可能性を生み出し
ます。勤勉な労働によるのではなくて、早 く金を儲 ける方法を考える人が
出てきます。箴言は、このような性急に富を獲得するようなや り方には懐
疑的な立場 をとります(13:1,21二5,28:20,22)。それは立て板 に水を流す
ような弁舌(詐 欺師の語 り方がそうです)や 無駄なおしゃべ りを評価 しな
いのと同じような精神態度から来ています。今問題になっている街道筋の
待ち伏せ強盗は、手 っ取 り早 く金 を獲得する極端な例 と見てよいでしょう。
賢者は、このような誘惑に若者が陥らないように、語 りかけるのです。「私
の息子よ、彼らといっしょの道を歩んではならない。お前の足を彼 らの径
か ら遠 ざけよ。… 彼らは自分の血のために待 ち伏せ し、自分の命をだ
まし打ちにするのだ。利得をむさぼる者の(最期は)、みなこのようである。
その持ち主の命をそれは取 り去る」。彼 らは金のために他人の命を狙うの
ですが、それは結局、自分の命を失うことになるのであると。
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第3回 講 義 箴 言 に お け る義 人
今回は、箴言10章1節か ら22章16節までの 「ソロモ ンの第一詞集」
を扱います。この大きなまとまりの冒頭には、「ソロモンの詞」とあります。
ヘブライ語では、ミシュレー ・シェロモーですが、このミシュレー(マ ー
シャールの複数連語形)は 、内容的には 「格言」 と考えてよいで しょう。
同じような表題は25章1節にもあ り、「これらもまたソロモンの詞。ユダ
の王ヒゼキヤの家臣たちが伝承 したもの」となっています。29章27節ま
でを 「ソロモンの第二詞集」 と名付けました。25章1節は、「第二詞集」
が編纂された時代の状況を示 しています。 ヒゼキヤは列王記やイザヤ書に
登場する王で、北王国イスラエルが滅亡 した時代にユダの王でした。
この二つの大きなまとまりには、かなり性格が違 う格言が集められてい
るように思われますが、どちらにも 「ソロモンの」 という表題が付けられ
ています。この 「ソロモンの」ですが、第二詞集の場合が示 しているよう
に、ソロモン王が著者であるという意味ではあ りません。これは英語で言
うとSolomonicつまり「ソロモン的な」という意味です。ソロモン王が語っ
たような知恵のことばがここに集められているということなのです。ちょ
うど詩篇がダビデ的であるように、箴言はソロモン的という具合です。も
ちろんユダヤ教の伝統的な考え方では、箴言にはソロモンが語ったことば
が集められているとされているのですが。これに関連 してユダヤ教には面
白い伝承があ ります。旧約の3つ の文書が、ソロモンに関連付けられてい
ます。愛の歌を集めた 「雅歌」は、彼の青年時代の作品で、成熟した賢者
が語るのにふさわ しい知恵のことばが集められている 「箴言」は壮年時代
の作とされます。いかにも人生に達観 した老人が語るのにふさわしいのが
「コヘレ ト」ですので、ソロモン王が老年になってから書いたというのです。
さて箴言全体の中で 「比較的古い時代に書かれた」 とされているのが、
10章1節から22章16節までの格言集です。聖書学の常識では、ここが
最も古い時代のものということになっていますが、実際はどうなのでしょ
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うか。25章1節か らの格言集は、編纂 されたのが ヒゼキヤ時代、つま り
紀元前8世 紀末から7世紀初頭ということになるのですが、ここにも相当
古 くからの伝承が保存されているようです。どちらの格言集の方が古いの
かは一概には言 えません。フォン ・ラー トの説では、10章1節以下の格
言集は、ソロモン王時代にまで遡ることが出来るとされていますが、私は
実際の編集が行われたのはそんなに古 くないような気が します。とは言え、
ここにも相当古い知恵の詞が保存されているのでしょう。
この第一詞集を特徴づけている性格に関連して、ドイツ語でSippenweisheit
と言われることがあります。訳すと 「部族の知恵」となります。つまり王
国形成以前か らの部族の生活が、ここに集められている格言に反映してい
るとする考え方です。 どの格言が宮廷や都会の生活に関係 していて、どれ
が田舎の生活に関係 しているのかは、簡単には言えませんが、丁寧に読ん
でゆきます と、実際に農民の生活や羊飼いの生活が背景になって成立 して
いると考えられる格言はかなりあるように思います。
ところでこの第一詞集に収集されている詞の数に関連して面白い事実が
あります。ここは合計375節からなっているのですが、この数には王の名
前 ソロモンが隠されているのです。ヘブライ語のソロモ ン(シ ェロモー)
を構成するアルファベットをカバラ(秘義)的 方法で計算するとそうなる
のです。ヘブライ語のアルファベ ット記号は、現在でも数字として扱うこ
とがあります。最初の文字アレフは1、ベー トは2と いった具合です。ソ
ロモン(シ ェロモー)を 構成するヘブライ文字をラテン文字風 に書 き直
します と忌㎞hとなります。これらの文字記号 を足 し算すると300+30+
40+5ニ375となるのです。何だか出来す ぎた話のようで信 じられない
かも知れませんが、私は偶然ではないと考えています。
このような計算法は、ゲマ トリアと呼ばれているのですが、このような
ゲマ トリアで説明できる個所が聖書の中にどの程度あるのかはだれにも分
か りません。 しかし、あることは確かです。例えば創世記15章2節 には
アブラムの召使(家 の僕)と してエ リエゼルが登場 します。この直前の
113
14章14節には 「318人」の訓練されたアブラムの 「家の子 ら」が登場 し
ているのですが、この318という数はいかにも怪 しげです。エリエゼルを
ゲマ トリアで計算 しますと、ちょうど318です。新約にも不思議 な数のあ
ることが知られています。ヨハネ福音書21章11節の 「153匹の大 きな魚」
に関しては、153が三角数であることが分かっています。ヨハネの黙示録
13章18節の666に関 しては、ゲマ トリアと関係するようですが、誰のこ
とを指 しているのかは今 となっては分か りません。計算の仕方によっては、
色々な人が666になってしまうか らです。
聖書の仕組みに関しても、 よく似たことで実に興味深いことが起こって
います。聖書写本を作成 した中世のマソラ学者たちは、それぞれの文書の
ちょうど真ん中にあたる節の欄外に、「ここが この書の真ん中ですよ」 と
書き記しました。これは聖書テクス トの写 し間違いを防ぐために考えださ
れた一つの方法ですが、こんなことが突然、中世のある時代から始まった
とはちょっと考えにくい。昔から注意深 く聖書 を伝承 してゆくための方法
があったのでしょう。完成 した聖書本文を 「書 き写す」段階からこのよう
なことが始 まったのではなく、聖書を編集する段階から写 し間違いを防ぐ
ための方法が考えられていたので しょう。そ う考えると、箴言 「第一詞
集」の総数375が説明できます。この第一詞集ですが、15章33節までと
16章1節以下で前半 と後半に分けることが出来ます。この前半部の末尾
の15章33節には 「ヤハウェ(主)を畏れること」という箴言全体のキャッ
チフレーズとも言える表現が出てきますが、これは偶然ではないで しょ
う。 さらによく見てゆきます と、31節と32節には 「訓戒(ト ーカハ ト)」
という語が共通し、32節と33節には 「訓練(ム ーサル)」が出てきます。
15章33節の 「ヤハウェ(主)」は、16章1節から連続するヤハウェ格言
シリーズの導入になっています。ここを読み進んでゆきます と16節の「知
恵を得ることは、金よりもよい。分別を得ることは、銀よりも価値がある」
に出会います。この詞ですが、箴言全体のまとめのような感 じがする上に
箴言をここまで読んで きた人には 「すでにどこかで読んだことばではない
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か」 と疑われるで しょう。3章14節以下、8章10節以下 と比較すると確
かによく似ています。面白いのはこの節の後の16章17節が箴言全体のちょ
うど真ん中になっていることで、ヘブライ語聖書本文の欄外注にはそのよ
うに書かれています。こんなことが偶然に起こっているとは到底考えられ
ません。
この種の不思議な現象は、近代の聖書学者たちの発想とは異質なもので
すが、無視するわけには行きません。ある文書の構成の しくみとか特定の
語の分布の仕方のようなものは、コンピュータ時代 になってから調べるこ
とがうんと容易になりましたから、現在ではこのようなことを調べるのが
流行になっています。16章は箴言全体の中央にあって33節か らな りその
真ん中の17節がこの書の真ん中でもある。そ してその前の節にさっきの
印象的な格言が配置されているという具合です。16章の前半にはヤハウェ
と王に関する思想的にきわめて重要な格言が並べられています。実はここ
20年から30年の問に聖書の研究方法全体に関する大 きな転換が起 こった
のですが、箴言の研究でも大 きな変化が起 こりました。以前は、箴言10
章以下の格言はそれぞれ独立 した格言だというので、ぱらぱらに1節ずっ
解釈 される傾向が強かったのですが、現在ではここに集められている格言
にはテーマ的なつなが りがあると考えられるようにな りました。16章の
前半のテーマ的連続性を示 している一連の格言は、その典型的な例と言え
るでしょう。箴言の中に収集されている格言は、しばしば実に注意深いあ
る種の策略(ス トラデジー)を もって配置されており、ランダムに並べ ら
れているのではないのです。 したがってそれぞれの格言を読むときには、
格言 と格言のつながり方にも注意する必要があります。
ここから今 日の本題の「義」(ヘブライ語、ツェダカー)と「義人」(ッァ
ディック)の話にな ります。 まず10章1節から7節 までの私訳を掲げて
おきます。
1ソ ロモンの詞。
賢い息子 は、父を喜ばせ、
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愚 かな息子 は、その母の痛み となる。
⊇邪悪 の宝 は、役 に立た ない。
だが、義 は死か ら救 う。
玉 ヤハ ウェは、義人の魂 を餓 えさせない。
だが、邪悪 な者 どもの欲望 を追い払 う。
"た るんだ手 は貧乏 をつ くり出す。
だが、勤勉 な手 は豊か にす る。
5夏 のうちに集め る者 は、賢明 な息子。
収穫の時 に眠 りこけてい る者 は、恥 さ らしの息子。
6義 人の頭 には、祝福があ る。
だが、邪悪 な者 どもの 口は、暴虐 を隠す。
7義 人の記憶 は、祝福の ため に。
だが、邪悪 な者 どもの名 は、朽 ち果て る(10:1-7)。
10章の初めから連続 してどんなテーマが出て くるか見てゆきましょう。
1節は後回しにして、2節以下を見ます と 「義」と 「義人」という語が連
続 して出てきます。口語訳の場合は2節 の 「義」は 「正義」、新共同訳で
は「慈善」となっています。これらの訳語は、別に間違いではあ りませんが、
このように節 と節 との関連を無視 して訳語 を選んで行 きますと、節 と節 と
の意味のつなが りが分か らなくなってしまいます。私の訳では、元のヘブ
ライ語が同 じなら、可能な限り同じ訳語を当てるようにしています。 さら
に同じ語根か ら派生 した語は、なるべ くそれが分かるように訳 しています。
ですか らッェダカーはほとんどが 「義」、ツァディックは 「義人」 となっ
ていて、これ らが同 じ語根か らの派生語であることが分かるようにしまし
た。
それだけではあ りません。私の訳では単数形 と複数形が くどい程、律
儀に訳 し分けられています。これに関 してですが、スコラリックとい う
非常 に賢い女性の学者が、1995年に出版 された研究書(RuthScoralick,
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EinzelspmchundSa㎜1㎜9,BZAW232)の中で10章から1璋 までに出て
くる 「義人」(口語訳では 「正 しい者」)と 「邪悪な者」(口語訳では 「悪
しき者」)の単数と複数の関係を徹底的に調べ ました。少 し話が脱線 しま
すが、新共同訳では 「義人」は 「神に従 う人」、「邪悪な者」は、「神 に逆
らう者」と訳 しました。これらの訳がまった く間違っているとまでは申し
ませんが、少 し変ですね。 もとのヘブライ語には 「神」なんて語 はあ りま
せんから誤解を招 く表現です。私が「邪悪な者」と訳 した語は、要するに「悪
い奴」と言ったような意味です。スコラリックは、この義人 と邪悪な者の
単数形と複数形の分布を徹底的に調べました。すると面白いことが分かっ
てきたのです。私の訳を見ていただいたら分かるように、義人の方は、ほ
とんどが単数形で、邪悪な者の方は複数形が圧倒的に多 くなっています。
このようなことは箴言で一貫 して起こっているわけではありませんが、少
な くとも10章や11章のあた りではそうです。元の口頭で伝承されてきた
格言風の詞が どうなっていたのかは分か りませんが、このあたりの格言を
まとめた人が 「義人」の数を減 らして、「邪悪な者」の数を増やしたのでしょ
う。そこには何か意図があったのでしょう。私たちの生 きている現実社会
を見ても義人 と言われるような人は稀で、悪い奴の方はそこらじゅうにい
るように見えないこともない。そんな風に感 じた人がいたのでしょうか。
それで義人は単数形にして、邪悪な者 ども、こっちの方は複数形にして
多 くしたのでしょう。こんなことは偶然に起 こっているようには思われま
せんから、私の訳では 「義人」 と 「邪悪な者たち」に限らず、単数形 と複
数形を重要 と思われる語に関しては全部調べ挙げて訳 し分けました。気の
遠 くなるような面倒な作業で したが、このような点に関しては、私の訳は
完壁です。まあ、それが良い訳 と言えるのかどうかは別の話で、それは他
の人が判断すればよいでしょう。 さて、それで2節 ですが、私訳では以下
のようになっています。「邪悪の宝は、役 に立たない。だが、義は死から
救 う」。この格言は何を言っているのでしょうか。このあた りは 「対立的
並行法」で書かれている格言が多いとされています。節の前半ですが、私
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はこれを前句と読んでいます。この前の句(コ ロン)と後ろの句が意味的
に対応 しているような場合に、対立的並行がある、と言っています。対立
的といいましても前句 と後句が反対のことを言 っているという訳ではあ り
ません。1節をご覧になって ください。新共同訳と口語訳 も同時に見 られ
るとよいでしょう。前句には 「父」が、後句には 「母」というように意味
的に対応する語があ りますね。ここを口語訳で見ます と、「知恵ある子は
父を喜ばせ、愚かな子は母の悲 しみとなる」とあ ります。これを読むとい
かにも前のコロンと後ろのコロンがぴしゃっと対応 しているようですが、
これは訳文での話で原文ではそんなにきっち りと対応 してはいません。こ
ちらが 「父」であちらが 「母」、こちらは 「義人」であちらは 「邪悪な者」
という具合なのですが、さっき見ましたようにたいてい義人は単数形で、
邪悪な者どもは複数形ですから、そこには微妙 な差異がある場合が多いの
です。ここに対立的並行法があるというので、訳す時にあまり機械的にやっ
て しまうと、原文よりも対立的並行法がきつ くなった訳文が出現すること
になってしまう。原文はそんなに厳格に対立 しているのではなくて、ふわっ
と対立 しているのです。私の訳の1節 では 「賢い息子は、父を喜ばせ、愚
かな息子は、その母の痛みとなる」となっています。なぜこんな風に訳 し
たのかというと、前の句では 「喜ばす」と動詞的に表現 しているのに、後
ろの句では 「痛み」 と名詞的に表現 しているからです。このような微妙な
差異があることを意識 して訳 したのです。
さて、それで2節 の意味ですが前半に 「邪悪の宝は、役に立たない」 と
あ ります。「邪悪の宝」 とは、不正な手段で獲得 した財産を指すので しょ
う。でもお金の値打はそれを獲得 した手段とは関係がなく、1万円は1万円、
百万円は百万円、1億円は1億 円でみな同 じのはずです。ではなぜ 「役 に
立たない」のでしょうか。 ここではおそらく 「誰の」役 に立つのかが問題
なのです。不正な手段で獲得 した金は、それを獲得 した本人には役に立つ
のでしょう。 しかし、それは社会の役に立つので しょうか。「義は死か ら
救う」の 「義」の原語 ッェダーカーは、現代ヘブライ語では 「慈善」の意
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味でも用います(新共同訳参照)。つまりここで問題になっている義 とは、
慈善のために使 うお金のように社会の役に立つ行為のことを意味 していま
す。そう考えると、邪悪の宝 というのは持ち主個人の役にはたっても、社
会の役にはたたないような富をさすことになります。箴言の格言 をただ個
人の生き方について語っている処世訓のようなものとして読むと読み損な
う。もっと社会的な次元のことを言っている可能性がある。 もちろん個人
の生き方について語っている格言 もあるのですが、全部そんな風 に読む必
要はないのです。ここでは社会の役に立つお金や行為があると言 う。それ
は実際に困難に陥っている人々を死から救 うのです。
次に4節 と5節について考えてみましょう。 どちらも勤勉を勧めていま
す。4節の 「たるんだ手」と 「勤勉な手」の 「手」は、労働の換喩的表現
です。「猫の手 も借 りたい」 という時の手 と同 じです。大麦、小麦の収穫
期は、4月から5月ですが、この時は暑いので収穫作業に当たる農夫は大
変です。「たるんだ手」とは要するに、働かないでぶらぶらしている手です。
6節の 「義人の頭には、祝福がある。だが、邪悪な者 どもの口は、暴虐を
隠す」は、解釈が難 しい。特に後半の 「暴虐 を隠す」の意味が よくわか り
ません。11節には、「義人の口は、いのちの泉。だが、邪悪な者どもの口は、
暴虐を隠す」 とあるので、これから考えてみましょう。まず このあた りに
は、人体の部位 を表す語が、連続 して出て くることが注 目されます。3節
「魂」=「喉」、4節「手」6節 「頭」と 「口」8節 「心」=「 心臓」 と 「唇」
10節「目」11節「口」 という具合です。11節の 「口」 ももちろん換喩的
表現で、その意味は 「ことば」です。イエスの語ることばが 「いのちの泉」
であるように(ヨハネ福音書4章 のイエスとサマリアの女の問答 を参照)、
義人の語 ることばは、人々を生かすのです。 これが泉に喩えられるのは、
ことばがこんこんと湧 き出してくるからでしょう。しかし、邪悪な者の語
ることばは、心地よく良いことを言っているように聞こえても、その裏に
は暴虐が隠れている。本当のことを言わない、これは権力者のことばによ
くありますね。そうい う意味で、共同体の人々の暮 らしを破壊 して しまう
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のです。これで6節 の意味 も分か りやす くな りました。
6節と7節には 「祝福」が出てきます。7節の 「義人の記憶は、祝福 の
ために」について考えてみましょう。義人つまり共同体のために尽くした
人の 「名」は残 ります。この人の名は繰 り返し人々の話題になります。つ
まり社会的な記憶 となって残るのです。こう考えるとここの 「祝福」の意
味は、人々から祝福を受け続けるということで しょう。プロテスタントは
認めないのですが 「聖人」 と言われている人がお ります。昔、 ドイツに留
学していたときに、ルーマニアや旧ユーゴスラヴィアやギリシャの神学者
たちと話す機会がありました。彼 らはオーソ ドックスと呼ばれている正教
会の人々ですから聖人がいます。彼 らに言わせるとプロテスタント教会に
も 「聖人がいる」。牧師館なんかに行 きますと、歴代の牧師の写真が壁に
掛けてあったりするじゃないですか。あれですね。彼 らか ら見たら、あれ
は一種のイコンです。 日本のある学者がマルティン ・ルッターの生誕500
年の記念式典に行 きましたら、 ドイツ人がみんなで 「ハッピバースデイ、
マルティン」なんて歌い出したのでびっくりしたなんて話 も聞 きました。
この場合などが、世代を超えて存続する義人の記憶に当たるのではないで
しょうか。
聖書に出て くる 「義」「義人」の意味は一様ではなく、色々な意味合い
で使われているのですが、箴言においては実生活の様々な場面における人
間の行為 と関係 しています。一般的には、義は人の歩むべ き道、人々に
よって正 しいと考えられていた行動の仕方 と言 うことになりますが、第一
詞集では特に共同体が期待するような意味での正 しい行動を意味していま
す。ここに収集されている格言が前提 としている社会は、都市ではなく、
農民や羊飼いが暮 らしている小さな村落共同体のような社会でしょう。義
人 というのは、そのような共同体の中でみなが期待するような良い行動を
とることの出来る人です。さらに、人生において成功 しているとみなせる
人、つまり一定の財力を持っている人ということになります。先に 「賢い」
が実生活において成功 しているという観念 と結合 していることについて述
120
箴言を読む
べましたが、その意味では賢者 と義人 とはかなり意味的に重な りあってき
ます。 しかし、賢者や義人が裕福であるとは限らないのは当然のことで、
まして金持ちが賢者や義人である保証などどこにもありません。財産があ
るから自分は賢者だ、と思っている人には以下の格言がパ ンチ を食わせる
のです。「富んでいる人は、自分の眼には賢い。だが、分別のある弱者が、
彼 を吟味する」(28:ll)。
義人が経済的 ・社会的に成功 していることが、一つの理想であったこと
は以下の格言が示 しています。「義人たちが幸いなとき、町は喜び、邪悪
な者たちが没落するとき、歓声 を挙げる」(11:10)。悪者 どもがのさばっ
ている現実があるからこそ、このような格言が出来たので しょう。「義人
の報酬は命にいた り、邪悪な者の利得は罪にいたる」(IO:16)。この格言
における 「命」の意味 も 「義人」個人の命 とは限りません。義人の周囲に
いる人々の命にかかわるのだと読むことも出来ると思います。逆に悪人の
富は、本人だけではな く周囲の人々を罪に陥らせ る結果にな ります。
10章には、ll節以外 にもことばの働 きについて語っている格言が多 く
あ ります。「分別ある者の唇には、知恵が見出される。だが、思慮 に欠け
る者の背には、杖」(13節)。「賢者たちは、知識を蓄える。だが、愚か者
の口は、間近にせまる滅亡」(14節)。「憎 しみを隠す者には、欺購の唇。
中傷を露骨に言 う者、彼は愚者」(18節)。「ことば数が多いと、過失が避
けられない。自分の唇を制する者は、賢明である」(19節)。「義人の舌は、
精選された銀。邪悪な者どもの心は、価値がない」(20節)。「義人の唇は、
多 くの者を養 う。だが、愚か者たちは、思慮が足 りないで死ぬ」(21節)。
賢者が 「知恵を蓄える」、 と言われるのは、彼がことばの持っている力
をよく知っているので、むやみには使わず適切な時が来るまでは蓄えてい
るか らです。「唇を制する」 とは、ことばをコントロールすることです。
これがなかなか難しいことは、我々もよく知っていることで、つい余計な
ことを言 って失敗 してしまいます。21節には 「多 くの者 を養う」 という
表現が出てきます。ヘブライ語の 「養う」には、羊飼いが羊の群れを牧草
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地で養う、というイメージが伴います。義人の語 ることばは、人々を育み
養うのです。
13節には 「背 には、杖」 という表現が出て きましたが、これは文字通
りの意味にとっても間違いではないで しょう。古代社会では、教師の言 う
ことを聞かない生徒には実際に鞭や杖が使われたからです。この点は、現
代の教育観 とは違っていました。無知で未熟な若者は、家畜 と同じように
訓練するというような考え方があったのです。少なくとも箴言の用語法か
らはそのように推定されます。王国時代の教育制度に関 しては、 よく分か
らないのですが、イェルサ レムのような都市には寺子屋式の小規模の教育
機関があって、そこで読み書きや計算が教 えられたのではないかと思われ
ます。そのこととの関連で重要な語にムーサールがあ ります。この名詞の
用例は旧約全体で50回ですが、そのうち30回が箴言で用い られているの
です。ムーサールが 「鞭」「杖」 とともに用いられる例が示す ように(13:
24,22:15)、この語はまず 「しつけ」「訓練」「懲 らしめ」でした。しかし、
このような外的強制を伴 う訓練 を受けることによって、ひとは賢 くなり、
規律を身につけるようになります。この 「訓練」も「規律」も同 じムーサー
ルで表現 されました。「規律を守る者は、命にいたる路(に ある)」(10:
17)のような場合には、ムーサールは規律の意味です。なお、この語は、
後代には比喩として、神がイスラエルの民を訓練するの意味で用いられる
ようになりました(申 命記8:5など)。
*講義では、この後、いわゆる 「応報思想」の問題について論 じ、それが
「互恵性」や 「互酬性」、英語のreciprocityの観点から再検討 される必要
があることについて述べたが、この報告では紙面の関係から割愛する。
詳 しくは、拙論 「応報か、行為 ・帰趨連関か?」 『基督教学研究』第18
号(1998)1-27頁を参照せよ。
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第4回 講 義 エ ジプ トの知 恵 とイ ス ラ エ ル の知 恵
今回の講義では、話が学問の歴史とかテクス トの読み方についての細か
い議論に及ぶことになります。それはここで扱 うテーマが、学問上の大き
な問題 と関連しているからです。最初に取 り上げますのは、箴言22章17
節以下の段落です。
17お前の耳を傾けて、賢者たちのことばに聴け、
お前の心を、わた しの知識に向けよ。
1呂まことに、これらをお前の体の中に守るならば、楽しいことだ。
これらは、みないっしょにお前の唇にしっかりと繋がれるだろう。
19ヤハウェにお前が信頼する者 となるために
、
今 日、わた しは特にお前に教える。
2°お前のために、わたしは三十 〔のことば〕を書いたではないか、
勧告と知識について。
21〔これ らは、〕誠実に真実なことばをお前に教えて、
お前 を遣わした者に、真実なことばを持ち帰るために。
ここか らかな り大 きなまとまりである箴言22章17節一24章22節の小
格言集が始まるのですが、22章17-21節は、その序文にあたる部分 とい
うことにな ります。 さて、20節には私の訳では 「30」とあ りますが、こ
こに本当に30という語があるのかどうかに関 しては、今 日で も論争が続
いています。 日本語の他の聖書でどうなっているのか、全部は調べており
ませんが、ここにあります口語訳聖書ではやはり 「三十の言葉」となって
います(新 共同訳 と新改訳は 「三十句」)。このように現在流通 している日
本語の聖書には 「三十」 という語があるわけですが、古い時代のものを見
ますとそうはなっていません。例えば英語の欽定訳を見 ます と、excelent
thingsとなっています(1967年発行のルッター訳にも30に当たる語はな
い)。実は30の読み方が出て きたのは、1923年以降の事 なのです。この
年にエジプ ト学者のA・エルマ ンが、古代エジプ トの知恵文学である 「ア
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メンエムオペ トの教訓」を解読 して、箴言22章17節以下 との問にほとん
ど逐語的な対応関係があることを見つけました。これはほぼ同時に旧約学
者のH・ グレスマンによっても確認されました。このことによって単に箴
言研究だけではなく、旧約研究全体にまで影響を及ぼす研究史上の転機が
おとずれることにな りました。聖書 と古代エジプ ト文学の関係について再
考する必要が生 じたばかりではなく、旧約における知恵文学の位置づけも
再検討する必要が生 じたのです。
この30について説明しようとすると、ヘブライ語のマソラ(伝承)本
文の欄外に付け られたケレー(Qere)について話 さざるをえません。我々
が手にしている聖書は、中世のマソラ学者たちが丹念に筆写 してきたテク
ス トが基礎になっているのですが、彼 らは本文中に意味不明の語や誤 りで
はないかと疑われる語があった場合に欄外に注を付けました。聖書本文自
体は、自分の判断で勝手に書 き換えてはならなかったからです。問題の個
所を見ますと本文(ケ ティーブ)は シルシ ョームとなっています。この文
字通 りの意味は 「前々日」ですから、意味がはっきりしません。それで中
世の学者は、シャリシーム(無 理に直訳すると 「選抜戦士」、転 じて 「卓
越 したもの」のような意味になるので、欽定訳のような訳語が可能になる)
と欄外に注を付けて別の解釈を示 したのですが、これで もはっきりはしま
せん。このような細かい議論は適当に聞き流 していただいてよいのですが、
とにか くこの個所は昔からどこか変だなと疑われて きたのです。ところが
先ほど話題 にしました 「アメンエムオペ トの教訓」は、30章か らなって
いまして、このことを考慮 して聖書本文を見ます と、シェローシーム、っ
まり 「三十」 と読めるのでないかという訳です。このような読み方が正 し
いかどうかは、もう少 し別の角度からも考えてみないと何 とも言えません。
ここで22章17節を読みますと、「お前の耳を傾けて、賢者たちのことば
に聴け、お前の心を、わた しの知識に向けよ」 となっています。これが段
落の始まりであることはす ぐに分かると思いますが、研究者はこのような
表現を 「開講の呼び掛け」 と名付 けています。英語で演説をするときは、
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Ladiesandgentlemenと言いますし、伝統的なキリス ト教会の礼拝 では 「父
と子 と聖霊の御名によって、アーメン」などと唱えます。このような決ま
り文句がここにあるという訳です。古代イスラエルでは、先生が教室に入っ
てきまして開ロー番 「お前の耳 を傾けて、賢者たちのことばに聴け」。こ
んな風にして授業が始まったのでしょう。同じような表現は、申命記 とか
イザヤ書にも出てきますし、箴言では少 し違った表現でよく出て きます(箴
言1:8,3:1,4:1,5:1)。
開講の呼び掛けで始まる前文が21節まで続 き、22節か らは具体的な勧
告文になります。「『あれは弱い』 と言 って、弱者から奪い取 るな。困窮 し
ている者を(町の)門でい じめるな」(22節)とあ ります。町の門は、ちょっ
としたホールになっていまして、多 くの人々が行き交う場所で したから、
商取引や裁判などが行われました(ル ツ記4章 参照)。このような場所で
弱い者い じめをするなというのが、22節の勧告です。少 し読み進みます
と、28節には 「お前の先祖が設けた昔からの地境をずらすな」とあ ります。
これとよく似たことばは、23章10節にもあ ります。「昔からの地境 をず
らすな。孤児の畑に侵入するな」。
土地 と土地の境界線をず らすというのは、大きな不正ですか ら、申命記
19章14節、27章17節で も禁止されています。このような教訓 は、もち
ろん古代エジプ トにもあ りました。「アメンエムオペ トの教訓」 にも出て
きます。ナイル河は毎年定期的に氾濫 して肥沃な土壌を上流か ら運んでく
るのですが、河が氾濫 しますとどこからどこまでが自分の土地であったの
かが分か らなくなります。そこで古代エジプ ト人は土地の測量技術を発明
しまして、これが幾何学の元になったと言われています。測量 して、土地
と土地の境界線が分かるように境界石を埋めておいたのです。 ところが中
にはずるをする者がいまして境界石を動か したんですね(笑)。特に相手
が社会的に弱い立場にあった時にそのようなことが起こったのです。エジ
プ トでもイスラエルでもそれを問題にしています。このような並行例だけ
では、エジプ トの教訓 と箴言の教訓 との密接な関係を証明したことにはな
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りませんが、連続 して次か ら次へ と似たものが出てきたら話は別です。
ヒエログリフ(神聖文字〉で記された古代エジプ トの言語については、
18世紀末になってもほとんど何 も分か りませんで したが、周知のごとく
ロゼッタストーンの発見を一つの手掛か りとして19世紀の初めにフラン
ス人のシャンポリオンが解読に成功 しました。古代エジプ ト語は、コプ ト
語の先祖にあたる言語であることも分かってきました。19世紀後半にな
ります と多 くの学者が古代エジプト文学を研究するようになりました。例
えば 「二人兄弟の話」として知られている神話のような昔話のような物語
がありますが、そこには 「ポテパルの妻」のモチーフが出てきます。創世
記のヨセブ物語にはエジプト人ポテパルの妻がハ ンサムな若者 ヨセフを誘
惑する場面が出てきますが、「二人兄弟の話」でも人妻が若者に言い寄る
のです。 ヨセブと同じように彼もそこから逃げ出すのですが、丁度ヨセブ
と同じように濡れ衣を着せられ、若者は捕えられて しまいます。このよう
なモチーフの一致は偶然 とは思われません。こうした中でアメンエムオペ
トの教訓が解読されたのです。
「アメ ンエムオペ ト(Amenemopet)の教訓」は、30章か ら構成されて
います。章と言いましても長いまとまりではな くて、数行からなるような
短い ものでエジプ ト語では 「家」 と表現 しています。 この30の家には序
文がついています。箴言22章17節以下にも序文があって、そこには30
と読める表現が出てきました。22節以下に果たして30のまとまりが存在
するのかどうかに関しては、はっきりしたことは言えませんが、アメンェ
ムオペ トとそっくりのことばが連続 して出てくることは否定できません。
典型的な例として、23章冒頭のテーブルマナーに関する勧告を挙げましょ
う。
1お前が、支配者とともに食事をするために座す時には、
お前の前にあるものを、よくわきまえよ。
2お前の喉に、ナイフを当てよ、
もしもお前が食欲の持ち主ならば。
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3彼 の 〔差 し出す〕珍味に欲望を抱 くな
。
それは偽 りの食物だ(23:1-3)。
アメンエムオペ トの並行例を岩波版箴言の注の所 に訳 してお きました。
正確な訳文か どうかは自信がありませんが、類似 していることは分かるで
しょう。「高官 よりも先にパ ンを食べ始めるな。お前の口に先に載せては
ならない。 もしも満足 したなら噛むふりをしておけ。お前の唾液で喜んで
おれ。お前の前にある鉢を見つめよ」。これよりも古い 「プタハホテプの
教訓」にもこうあ ります。「お前 よりも偉大な人の食卓の席に客 として座
す者の一人となるなら、彼がお前に与えるもの、お前の鼻の前に置 くもの
を取れ。お前の前にあるものに注 目せ よ。多 くの視線で彼を打つな」。こ
れは官僚のために書かれた宮廷のテーブルマナーです。私 も時々は、立食
パーティーで偉い人といっしょに食事をすることがあ りますが、こんな戒
めを守っていたらおいしい料理が食べ られません。まあ私が文化勲章をい
ただ くことになりまして、宮中の晩餐会に招待 されて陛下といっしょに食
事 をするようなことになりましたら(笑)、パクパクは食べ られませんね。
上等のワインが出てきましても、グビグビとは飲めません。ちょっと飲む
ふ りをしているだけで、お料理 も人のお皿に載 っているものをじっと見た
りは出来ません。陛下の召 しあがる様子をジロジロ見てはいけません。眼
の前に活けてある花を見て食べるのです(笑)。
箴言が宮廷で編集 されたものだとしますと、このような教訓が載ってい
ても不思議ではありませんが、これがイスラエル起源であるとは思われま
せん。エジプ トの教訓文学の影響を受けたユダ王国の官僚が書いたのに違
いあ りません。例えばダビデ王の宮廷でこのような作法が要求されていた
などとは想像が出来ないからです。エジプ トの文化的影響が強かったユダ
王国後半期の宮廷でこのような作法が要求されたと考えるなら理解できる
でしょう。
ところが学問というものは厄介なもので、エジプ ト文学と旧約 との並行
例が見つかったからと言って、直ちに旧約がエジプ ト文学の影響を受けた
127
ことにはならないのです。論証には煩雑な手続 きが必要なのです。問題の
アメンエムオペ トの教訓ですが、写本のパ ピルスは前6世 紀のものと鑑定
されました。そうすると確実な物的証拠 としては、箴言 よりも新 しいもの
しかないと言うことになります。そこでアメンエムオペ トの教訓の日本語
訳が載せられている筑摩書房刊の 『世界文学大系1古 代オリエ ン ト集』
の解説を見ますと、一種の妥協案のような説が紹介 されています。アメン
エムオペ トの教訓でも箴言22章17節以下でもない 「第3の 文学作品」が
あったことが仮説として立てられていて、これを元にして箴言 とアメンエ
ムオペ トの教訓が書かれたというのです。素直な学説とは思えませんが、
このような説がはやった時期があったのです。私の考えでは、古代エジプ
トの教訓文学を箴言の編集者がほとんど引用に近い形で借用 したのに違い
あ りません。先ほど 「プタハホテプの教訓」にも類例があることを述べま
したが、この文学が極めて古いものであることは間違いありません(古 王
国時代にまで遡れるようです)。アメンエムオペ トの教訓の残 されている
写本は比較的新 しいものですが、箴言22章17節以下がエジプ ト文学から
の直接的な影響の下にあることは、明白です。 しかし、そのことを素直に
認めたがらない西欧の学者がいる。それが大 きな問題なのです。
学問は客観性をもった営みであると誰 も考えます。 しかし、学者 と言え
ども人間であって、学問は偏見に満 ちた人間がやっているのです(笑)。
特にひとが無意識に抱いているような偏見はぬ ぐい難い。私が偏見 と呼ぶ
一つの要因は、出エジプ ト物語にあります。何が旧約の中心的なメッセー
ジなのかに関 しては、色々な意見がありますが、マックス ・ヴェーバーは
出エジプ トの歴史的出来事が中心であるとしました。このような考え方を
する学者は多 くいるはずです。これと関連 して聖書は基本的に 「反エジプ
ト的な文学」であるとする考え方があります。そのこと自体に正面から反
対するつ もりはありませんが、歴史的な認識に関しては慎重になる必要が
あると考えています。
だいたい旧約を研究する学者は、メソポタミア起源の懊形文字で書かれ
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た粘土板文書をも研究します。昔から旧約のテクス トと、ハムラビ法典や
ギルガメシュ叙事詩のようなメソポタミア起源の文学 との並行関係につい
て調べる学者は多 くいました。ユダ王国の住民は、捕囚民 としてバビロニ
ァに連れて行かれました。創世記1章 の天地創造物語がバ ビロニアの神話
を意識していることは間違いなさそうです。バベル(バ ビロン)の塔の物
語が、捕囚民が目撃した塔 と関係 していることも確かでしょう。そして父
祖アブラハムはメソポタミアから来たと聖書には記 されています。その結
果、旧約のいたるところにバビロニアからの文化的影響 を見る学者 も現れ
ました。これを 「汎バ ビロニア主義」と呼んでいます。このような傾向は、
20世紀前半の ドイッで顕著でした。旧約テクス トを何で もバ ビロニアの
神話と関係させて解釈しようとする学者まで出現したのです。
ところが奇妙なことにエジプ トからの文化的影響となると、学者たちは
それを認めたがらない。これにはヴェーバー的な聖書理解が基盤にあ りま
す。これとも関係するのが、哲学者ヤスパースが提唱した枢軸時代の考え
方です。彼によると人類は、枢軸時代を経験することによって本当の意味
での人間になったのです。枢軸時代 を担 ったのは、中国、イン ド、イスラ
エル、ギリシャの4民 族です。前8世 紀から4世紀頃に、イスラエルには
アモスから始まる一群の預言者が登場しました。同 じ頃、ギリシャで もヘ
ラクレイ トスから始まるイオニアの自然学者たち、ソクラテス、プラ トン
などの哲学者、そして悲劇作家が登場しました。インドにはウパニシャッ
ド哲学が現れ、これを批判するシャカなどが活動 しました。中国では春秋
戦国時代に孔子、孟子などの諸子百家が登場 しています。ヤスパースはこ
のような現象は、偶然同時に起こったのではなく、都市国家間の抗争 と戦
乱など共通の歴史的な条件があって生 じたもので、この中から 「人間とは
何か」「文明とは何か」と言った根源的な問いが生まれ、偉大な精神的指
導者が出現 したのだと説明 します。このようにして神話の時代が終わ り、
哲学の時代が到来 したのです。私はこのような考え方に魅力を感 じつつも、
人間に対する見方に西欧的な価値観の前提があるように思われて、そこが
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どうしても違っているように感 じます。この考え方ですと、古代エジプ ト
文明は 「神話時代」に属することになり、精神の歴史にはあまり貢献 しな
かったことになります。
ヤスパースに限らず、神話と歴史を対立的に捉える考え方は、西欧の知
識人に広 く認められるものです。我々もよく神話(な い し魔術)と 科学を
対立的に語るのですが、このような近代的な発想で古代文明をうまく認識
できるのかどうか疑問です。例えば聖書学者は、王権の成立に関 して、旧
約は歴史的に語っているので(サ ムエル記のダビデに関する記述など)神
話的には説明 していないと言います。この点では、エジプトのように王権
の成立を神話 として表現する文明のあり方とは正反対であるとするので
す。 しか し 「旧約は歴史書である」というような命題を立てて、これを論
証 しようとしますとおかしなことになります。旧約に王 を神格化するよう
な思想がなかったとは言えないからです。たとえば詩篇にはメシア的詩篇
というのがあ りますが、これなどは神話と関係がないとは言えません。メ
シアに関 しては、ユダヤ教 とキリス ト教の問のデリケー トな問題があるの
で、これ以上は言及しませんが、シオンの都が神話的な表象で語 られてい
るような個所はい くらでも探すことが出来ます。列王記下19章には、アッ
シリア軍に包囲されたイェルサレムを天使が出てきて救ったという話が、
歴史的事件 として書かれています。 ともかく神話 と歴史が単純な対立概念
でないことは確かです。
ヴェーバーは官僚制度を問題にしました。これはソ連にスターリンが登
場 してきたこととも関係があって、資本主義よりも官僚制の方により大 き
な現代社会の問題を見たのです。ソ連の社会主義のどこがいけないのかと
いうと、硬直 した官僚制度がいけないのです。古代エジプ トにも強固な官
僚制度がありました。エジプ トは物質的には豊かなのですが、ファラオを
頂点 とするピラミッド型のしかも硬直 した官僚制があって、少数の官僚が
人民を支配 してお り底辺には多 くの奴隷がいる。このような社会の在 り方
を否定するのが、出エジプ ト物語なのだという。そしてエジプ ト型の社会
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から脱出する物語が、旧約の中心にあると言うのです。
私の勤めている大学でも最近は、なんでもかんでも書類 を出せとうるさ
いですね。報告書なんか年に何回も提出させられる上に、「ち ょっと教室
を使いますよ」というと、ここの書類に使用理由を書いて署名 してハンコ
を押 して くれという(笑)。いやですね。で も組織が複雑にな り、社会が
大きくなったら手続きが大事になってきますから、仕方がない面があ りま
す。ソ連はどこが悪かったのでしょう。官僚制度その ものが悪かったので
しょうか、それとも官僚が腐敗 していたから悪かったんで しょうか。そも
そも腐敗 しない官僚制度というものがあるのでしょうか。ともか くヴェー
バーの場合にはエジプ ト的なものが全面否定的にとらえられています。 し
か しちょっと待って ください。専制政治と官僚制は、本来的に合致するの
で しょうか。
普通に考えると官僚がしっかりしていたら暴君は出てこない。時々、ワ
ンマン経営の会社が放漫経営で破たんするといったようなことが問題にな
ります。こんな例などでは、会計の担当者が適正な資金管理をしていて、
契約書を作成したりする人がきっちり仕事をしていたら、勝手なワンマン
経営は出来ないはずです。つまり専制支配というもの と文書をきっち り
作ってそれを管理して行 くような官僚制的な仕組みというものは、よく考
えて見ますと矛盾する側面があるのです。官僚が定められた法律 に従って
ちゃんと仕事 をしていたら、専制君主が勝手なことを出来なくなるじゃな
いですか。だからガチガチの官僚制度で固められた不 自由なピラミッド型
の社会で、その頂点には専制君主が君臨しているというようなイメージは、
なるほどソ連型の社会には一定当てはまるのかも知れませんが(ソ 連の本
当の問題は秘密警察ですD、 そのまま古代エジプ トにも当てはまるのか
どうかは疑問です。官僚制度自体が悪の元凶なのではなくて、官僚のモラ
ルが問題なのかも知れません。官僚が賄賂をとった りして腐敗 していたこ
とが、ソ連の一番の問題だったのではないか。官僚制度というものは、必
ず腐敗すると決まっているのか。そんなことはないで しょう。古代のエジ
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プ ト人はこのような官僚制度の孕む問題に気づいていて、だからこそ教訓
文学を発展させたのかも知れません。
世の中には変なことに悩む人がいるものですが、その一人がS・ フロイ
ドです。あの精神分析学の創始者 として有名な彼が悩んだことの一つは、
人名のモーセ(モ ーシェ)についてです。このような名前は、イスラエル
起源 とは考えられません。 ファラオには 「トトメス」「アハメス」のよう
な人がいますが、このメスに相当する語が、モーシェです。人名からする
と彼はエジプ ト人です。聖書は彼がエジプ トの宮廷で育てられたと語って
います。ひょっとするとモーシェはユダヤ人ではな くて本当はエジプ ト人
ではなかったのかとフロイドは疑いました。それで 「モーセと一神教」と
いう本を書いたのです。ユ ダヤ教の一神教は、エジプ ト起源なのかも知れ
ない。太陽神 アテンだけを崇拝 したファラオ、イクエンアテンのことは有
名ですが、この革命的なファラオであったイクエンアテンの一神教 をモー
セが盗んだのではないかとフロイ ドは考えました。もしもそうだとすると
ユダヤ人のアイデンティティは、どうなるのか。ユダヤ教の一神教は、敵
であるエジプ ト人から盗んだものだとすると … 、と言う訳です。この
ような学説 をまともに受け取 る人はいませんが、私はフロイドの洞察には
一面の真理が含 まれていると考えます。
新約にはイエスがエジプトに行 ったという話があ ります。聖家族がエジ
プトに逃れたという話です。でも聖書学者は史実ではないという。マタイ
が勝手に創作 した話だと言 う。私はエジプ トに行ったことがあるのですが、
カイロにはここに聖家族がやってきたという教会があ ります。もちろんコ
プト教会の人々は、イエスがそこにやってきたのだと信 じています。でも
ヨーロッパの学者はそういうことを最初から否定 してかか ります。
預言者エ レミヤの物語も知っておられるで しょう。ユダ王国末期の宮廷
人は、エジプ トとの友好関係に信頼 を置いていましたので、エレミヤの警
告に耳を傾けませんで した。エレミヤは 「親バビロニア派」であるとみな
され、それゆえに迫害 されました。我々はエレミヤの観点か ら聖書 を読む
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ので、エジプ トに頼るのは不信仰であると考えます。しかし、当時のユダ
王国ではバ ビロニァとの友好関係を大切にするなどというエレミヤ的な考
え方は圧倒的な少数派だったのです。普通のユダ王国の住民にとっては、
エジプトは地理的にもうんと近 くて頼 りになる大国であって、バ ビロニア
の方は得体の知れない遠い国であったのです。エジプトとイスラエルの関
係は、歴史的にみれば我々が想像するよりもずっと親密な関係にあったの
ではないか。少な くとも文化的にはイスラエルは、エジプ トか らの影響 を
常時受けていたのではないか。私が強調 したいのは、西欧の学者 にはエジ
プト文明に対する一種の偏見があって、それが古代イスラエルに関する正
しい歴史認識を妨げているということです。
ここで箴言にもどりましょう。フォン ・ラー トが特にイスラエル的であ
るとみなしている16章1節以下の格言にも実はエジプ トの教訓 との思想
的な共通1生が認められるのです。「心の備えは、人にあるが、舌の答えは、
ヤハウェから(来 る)」。人は自分の考えをことばとして表現するに際して
は、あれこれと悩みながら考 えます。例 えば牧師が説教の準備 をするよう
な時には、そうで しょう。そのような人の心に神様が働きかけてきて、こ
とばが紡ぎだされるのだという。こんなことは、もちろん誰にでも起こる
のではなくて、賢者の心の中で起こるのです。預言者の場合には、少 し違っ
たのか も知れませんが、ホセアやエレミヤは、語るべきことばを探 して思
い悩み、熟考 してから語ろうとした。そのような心の奥に神が語 りかけて
来た。何 も考えないで、 じっと待っていても、神様からの答えはやって来
ません。人間は準備をしなくてはならないのです。
こんな話があります。聖書には、困ったときには聖霊の語るがままに語
ればよい、と書いてあるので、ある牧師が説教の準備をしないで講壇に昇っ
た。すると天か ら声が聞こえた。「お前は怠慢である」(笑)。これはだめ
なんです。懸命に準備 をするから神様が答えて くださるのです。19章21
節にはこうあります。「多 くのはか りごとが人の心の中にある。だが、ヤ
ハ ウェの計画、それが立ち行 く」。人間が考えた通 りには、事は運びません。
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思いもよらないことが起 こることがある。それで も人は一生懸命に考えて
準備をするのです。そこには神と人との大いなる緊張閥係があ ります。こ
のような格君は、いかにもイスラエル的であると考えたくな ります。 しか
し、実はエジプ トにもよく似た格言があったのです。アメンエムオペ トの
教馴には以下のようにあ ります毎「お前の心を堅 く強 くせ よ、お前 を、お
前の舌の舵取 りにしてはならない。人の舌が舟の舵であるならば、万物の
主がその舵取 りである」。r人々の語ることば(昇思想)と 、神のなされる
ことは別である」.
1事4
箴言を読む
第5回 講 義 女 性 と して 人格 化 され た知 恵
今回取 り上げるのは箴言1章20節以下、3章13節以下、8章など、知
恵が女性 として人格化 されて人々に語 りかけるというテクス トです。最初
に私の神学的立場を表明 してお きます と、ここで何回も紹介 したフォン・
ラー トの立場からあまり逸れないということになります。前回は箴言と古
代エジプ トの教訓文学 との関係について話 しました。そこではエジプ トの
官僚のモラルについて語っている格言と箴言の格言との並行関係などに注
目し、エジプ トの知恵文学がイスラエル文学に大きな影響を与えたことを
論 じました。今回取 り上げるテクス トは成立年代からしましても、それと
は別の時代のものです(ヘ レニズム時代 とする者 もあ ります)。そこには
たしかにエジプ トの女神マア トのイメージが反映 しているようですが、思
想的には直接的にエジプ トの神話の影響があったとは考えません。そこで
はイスラエル宗教思想の独 自性が強調される必要があると考えます。
〈知恵を女神 として擬人化 して表現する〉などと言 うと、フェミニス ト
神学がすぐに取 り上げそうなテーマですが、ひと口にフェミニス ト神学と
言いましてもそこには様々なテクス トの解釈の可能性があ ります。私はそ
の中では、キャンプ女史(ClaudiaVCamp)の研究を高 く評価 しています。
彼女の場合、問題のテクス トにおいて知恵が女神化されているというよう
な乱暴 な考え方はしません。「詩的構想」として女神のイメージが知恵に
反映されていると考えます。これが的確な捉え方だと思います。
最初に取 り上げるのは、擬人化 された知恵が街頭で人々に語 りかけると
する箴言1章20節以下のテクス トです。私訳を掲げます。
2°知恵は街路で高く叫び、
広場で彼女の声 を上げる。
21騒音の激しい所で彼女は呼ばわる。
町の門の入口で、彼女のことばを語る。
22「いつまで、未熟な者たちは、未熟さを愛 し、
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ほ ら吹 きどもは、 ほら吹 きをむ さぼ り、
愚者 たちは、知識 を憎むのか。
23私の訓戒 に、お前た ちは向 き直 りな さい。
見 よ、私 はお前た ちにわが霊 を湧 き出 させ 、
私 のこ とばをお前た ちに知 らせ よう。
Z4私は呼 びか けたの に、お前たちは拒 んだ。
私 の手 を伸 ば したの に、傾聴 す る者が なかった。
25お前 たちは、私のすべての勧告 をないが しろ に した。
私 の訓戒 を、お前たちは望 まなかった。
26それで私 もお前たちの災難の時 に笑 い、
お前 たちの恐怖が来る時にあ ざ笑 ってやろ う。
27お前た ちの恐怖が 〈嵐の ように〉 来 る時に
、
そ してお前たちの災難は、つむ じ風 の ようにやって来る。
お前た ちの上に報難 と苦悩が 来る時に。
2ヨその時、彼 らは私 を呼ぶが、私 は答 えない。
彼 らは私 を探 し求め るが、私 を見 出 さないだ ろう。
29なぜ な らば、彼 らは知識 を憎 み、
ヤハ ウェへの畏 れを選ばなかったのだ。
3°彼 らは、私 の勧告 を望 まず、
私のすべ ての訓戒 を侮 ったのだ。
3エそれで、彼 らは 自分 の行状 の果実 を食 らい、
自分 の計 画に飽 きる。
32まことに、未熟 な者 たちの背信 は 自らを殺 す。
愚者 たちの安心 は、 自らを滅 ぼす 。
3ヨ私に聴 く者 は、安全 に住 まい、
災いの恐i布か ら安泰 である」(箴言1章20-33節)。
ここで知恵 と訳 した語 です が、通常 のホクマーでは な くてホクモ ー トと
い う特殊 な形 を しています。いずれ にして も知恵 は、ヘブ ライ語 では女性
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名詞です。従って原典では、人称代名詞も動詞の変化形 もみな女性形 に
なっています。翻訳するときにこれらの表現をどうするかですが、口語訳
では例えば20節の 「彼女の声」を 「その声」 としています。英語では当
然、hervoiceとなりますが、このような個所をどの程度、女性であること
を意識 して訳すかは解釈者によって異なってきます。最近の翻訳には 「彼
女」が増える傾向がありますが、新共同訳の場合ではこの点が徹底 してい
ません。3章13節以下では知恵が女性 として擬人化 されていることが意
識 されていますが、1章20節以下には 「彼女」が出てきませ ん。1章20
節以下で特徴的なのは、知恵が町の門の雑踏のただ中で大声で叫んでいる
という比喩です。物売 りの 「スイカ安いよ」や両替の 「ワンダラー ・ッー
シケル」の声に混 じって知恵が語っているのです。知恵は日常生活のどこ
ででも普通に出会える存在です。知恵の声に聞こうと思えばだれでも聞け
る。でも人間はなかなか聞こうとはしないのです。22節以下で、未熟 な
若者がおしゃべり(ほ ら吹き)に夢中で知恵の声に耳を傾けないと苦情を
述べている通 りです。しかし知恵の勧告に聴 き従わず、無視 を続けている
と、後でその報いを受けます。ほんとうに知恵が必要になったときに、知
恵はあちらを向いて知 らない顔 をするのです。人が災難にあったときに、
知恵はその人をあざ笑うだけです。このような知恵の語 りは、知恵が 「道
具的存在」ではないことを表現しています。ハンマーや ドライバー、釘抜
きは、毎日使わないので、買って しまっておけばよレ㌔ そ して必要になっ
たときにとり出して使うことが出来ます。 しか し、知恵は大工道具のよう
に人が自分の都合に合わせて使いたい時に使えるような存在ではないので
す。必要になった時に家になかったら、ホームセンターに買いに行けばよ
いというわけには行かない。その点では、知恵は人格的存在 と似ているの
です。常に 「我と汝」の関係にあるときにはじめて役に立つこともあるの
です。ここで知恵の呼び掛けに答えるべ きなのは、若い男性でした。です
から、知恵が女性の恋人として語 られるのは、ぴったりの比喩的表現だっ
たのです。恋人は若者が必要なときに取 り出 して使えるような道具的存在
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ではあ りません。常に人格的な関係が成立 していればこそ、相手 もこちら
が語 りかけた時に聴いてくれるのです。
次に3章13節以下を読みましょう。ここは 「幸いだ、知恵を見出す人、
英知に出会う人は」で始まる 「知恵の賛歌」です。私訳 と新共同訳は、大
きく異なっていませんのでどちらを見ていただいてもかまいません。ここ
でも知恵は人格化 されています。と言うよりもほとんど女神 として描かれ
ています。右手に長寿、左手に富と名誉という表現は、エジプ トの女神マ
ァ トのイメージと重なります。マア トはそのような姿で図像で表現されて
いるからです。マア トは、真実、真理、公正、公平、正義などを意味する
エジプ ト語で、エジプト学者のアスマンによりますと、最初は王の載る 「台
座」を意味する記号で表されていました。天皇が儀式の際に載る台座を思
い浮かべてもよいでしょう。このような平たい台座は王権の公正さを表 し
ていました。 しか し、後になるとマア トは羽、フェザーでも表現されるよ
うになりました。アスマンによりますと、マア トは 「空気的存在」つまり
眼には見えないからだと言います。聖書ヘブライ語でもそうですが、古代
エジプ ト語には抽象名詞がほとんどあ りません。哲学者が抽象名詞で表現
するような事柄は、古代エジプ トでは 「神」として表現されました。マァ
トは 「死者の書」などでは、頭上にフェザーを載せた女神として表現され
ています(ち なみに女神イシスは頭上に椅子を載せています)。このよう
な真理、正義の女神のイメージが箴言3章13節以下には出てきます。賛
歌 として表現されているの もこのことと関係があるで しょう。17節の 「歓
喜の道」という表現にはエロチックな響 きもあります。さらに18節には「命
の木」という表現も出てきます。これにも神話的な背景があると考えてよ
いで しょう。エジプ トの図像には、流れのほとりに植えられた命の木がよ
く出てきます。興味深いのは、知恵の賛歌と微妙につながっている次の段
落19-20節が、ヤハウェによる天地創造について語っていることです。神
が知恵をもって世界 を創造 したというテーマは、8章に出てきます。
以上のようなテクス トを含む1-9章の成立年代ですが、先に1章8節 以
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下の段落について説明 したときに、ここに登場するような強盗は鋳造貨幣
が流通するような社会を前提にしていると述べ ました。つまり、アケメネ
ス朝ペルシャ帝国以降にこのようなテクス トは成立したのです。次のヘ レ
ニズム時代になりますと諸宗教の混清、いわゆるシンクレティズムが盛ん
になりました。そこで知恵を女神化するような現象 を異教からの影響であ
るとする立場も成立しそうなのですが、これは違っていると私は考えます。
このことについては後でもう一度考察 します。
箴言8章 には知恵が 「私」 として 「男たち」に語 りかける壮大な詩があ
ります。ここはフォン ・ラー トが 「被造世界の自己啓示」について論 じた
際に最重要のテクス トとして論 じた個所です。この詩の全体の構成は以下
のようになっています。
(1)1-11節:導入部 としての勧告。知恵は公共の場で大声で叫ぶ。この
点は1章20節以下と同じである。
(2)12-21節:知恵の自己紹介。特に15節以下で知恵が政治の領域 と関
係 していることを語っていることが注 目される。
(3)22-31節:ヤハ ウェが天地を創造 した時に、知恵は 「彼の業の最初 の
ものとして」(22節)造られた。また 「彼が天を築いた時に、私はそ
こにいた」と不思議な由来について語る。原典は難解であ り、い くつ
かの語に関 しては、その解釈 をめ ぐって論争が続いている。
(4)32-36節:締め括 りの勧告。
*講義では22節以下について、特に30節の 「名匠」とも 「愛児」とも訳
されるアーモーンの解釈について論 じたが、ここでは省略する。
箴言9章 には、私が 「知恵夫人と愚か夫人」と見出しをつけたユーモラ
スな詩があ ります。ここで「知恵夫人」と訳 した語は、1章20節以下と同様、
ホクモー トという特殊な形 をしています。女性 として擬人化された知恵は、
「未熟な者」に 「混ぜ合わせた葡萄酒」つまりカクテルを用意 したか ら飲
みに来なさいと勧めます。彼女の食卓 には、肉もあり(2節)、パンもあ
ります。13節以下 には、知恵夫人と対照的な愚か夫人が登場 して、若者
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を招待 します。まず愚かさんは、お しゃべ りで騒々しい。ここで発するこ
とばは 「盗んだ水は、甘いよ。こっそり食べるパ ンは、うまいよ」です。
聖書では「水」にしばしばエロティックな意味が込められますか ら(箴言5:
15以下参照)、「盗んだ水」が暗示していることは明らかで しょう。愚か
さんの食卓には肉もカクテルもありません。出るのはパ ンと水 だけです。
9章には愚か夫人という悪女が登場 して来ましたが、1-9章には繰 り返
し、悪女が登場してきます。彼女は原典では、イッシャー ・ザーラー(2:
16以下、5:3以下、5:20,7:5)あるいはノクリヤー(2:16,5:20,6:24,7:5)
と言われています。私訳では前者 を 「よその女」後者を 「異国の女」とし
ましたが、その意味はあいまいで適切な訳語をつけることは困難です。イッ
シャー ・ザーラーは 「娼婦」と訳してもよいのですが、箴言はこのような
表現で、悪女のイメージを漠然 と表現しているようです。このようなマイ
ナス ・イメージの女性 を具体的に誰 と確定することは出来ないのです。彼
女は人格化された知恵と対照的な意味をもつ比喩として登場 してくるので
す。つまり、1-9章に登場する女性 としての知恵は、それだけで解釈され
るべきではなく、若者を誘惑する 「よその女」や 「愚かさん」 として描か
れる否定的なイメージとの対照で解釈されるべきです。擬人化された知恵
は、あくまで 「詩的構想」 として理解されるべ きだというのは、1-9章全
体の構成から解釈 してのことです。1-9章の編集者は、女性 としての知恵
と正体のよく分からない悪女とを交互に登場させ、そのことで一つの主張
を試みたのです。ですか ら、たとえば8章 だけからそこで描かれている知
恵が、「神の御子の先在」を証言 しているというような結論 を引 き出すの
は間違っています。この個所がヨハネ福音書のロゴスの先在の思想に影響
を与えたことは否定で きませんが、それはまた別の問題です。
ここでフォン ・ラー トのいう 「被造世界の自己啓示」について少 し述べ
ます。 ドイツ語のSch6pfUngは、普通、天地創造を意味する語ですが、神
の造 られた世界全体をも指すことが出来ます。そこで私は 「被造世界」と
言 う語を考えました。 このような被造世界が、神の創造行為について証言
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しているという思想が聖書にはある、というのがラー トの主張です。天地
創造といいますと、昔神様が世界を創造 したという意味にとるのが普通で
すが、聖書の神は世界を造ってスイッチオンにした後、何もしないで見て
いるような方ではあ りません。神が今 も世界を支配 しているというのが、
聖書の思想です。造られた世界 も常に神に賛美の歌を歌っています。これ
は人間だけが しているのではないのです。ラー トは、箴言8章 の知恵の語
りは聖書の中で孤立 している特殊なテクス トなのではなくて、詩篇19篇
や ヨブ記12章、28章の思想 とつながっていると考えました。つまり、被
造物はそれぞれの仕方で創造神について証言 しているのです。この意味で
は人格化された知恵は、被造世界全体を代表 していることになります。我々
はこの被造世界の声に耳を傾ける必要があるのです。知恵は神に創造され
た世界の中にいわば埋め込まれているのです。
最後に知恵が女神的に描かれている点について述べておきます。ヘレニ
ズム時代に書かれたべン・シラの知恵24章では、人格化 された知恵はトー
ラー(律法)と 同一視されています。 トーラーも女性名詞です。このよう
な比喩が可能なのは、知恵を女神的に描いても思想的に危険が生 じないか
らです。つまり一神教が確立 した段階では、知恵や律法を女性 として人格
化 して描いて も、それを女神 と取 り違える可能性はなかったのです。ユダ
ヤ教には、安息 日を花嫁 として愛するとい う比喩 もあります。これも参考
になるのではないでしょうか。
勝 村 弘 也(か つ む ら ひ ろ や)
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